
ええじゃん栄村「田植え祭」（地域づくり考房『ゆめ』） 学友会企画「短大1・2年生交流会」

ゆにラボ「喫茶あのころ」（地域づくり考房『ゆめ』） 教職員とオープンキャンパスを運営するマツナビ

松本大学学報 「蒼穹」　2026年6月24日発行

松本大学学報
地域で学び、地域と共に歩む松本大学の今

Vol.162
2026.6

第３次中期計画（2026年度～2030年度）
― 飛躍する松本大学 ―

広がる学びの選択肢 -他大学とつながる連携教育- 04

2025年度卒業生の進路 10

一人ひとりの学びを支える学修支援センター開設！ 12

パラスポーツ指導員として社会貢献する意義 13ほか

・11

新年度を迎え、学生主体の活動もより活発に！

特　集特　集



特 集 第３次中期計画（2026年度～2030年度）
― 飛躍する松本大学 ―

　2026年度から第3次中期計画（2026年4月～2031年3月）に入ります。新たな
中期計画では、バックキャスティング思考による目標設定及び基本施策の評価指標
を掲げています。
　全学的な目標として、「自主独立」の建学の精神や人間教育の理念に基づき、「学生のこ
とを考え、常にイノベーション（教育革新・価値形成）を起こすこと」をスローガンに、より
「質の高い」「個性のある」改革に取り組み、明るく希望の持てる大学づくりを目指します。
　18歳人口の長期的減少傾向の影響によって大学を取り巻く環境がますます厳しく
なる状況の下で、ここ５年間が大学改革の勝負期間であると認識し、これまで策定し
た教育改革案（3本の矢）の実現を加速化させるとともに、教員組織を含む学部・学科
の思い切った再編に取り組みます。引き続き、松本大学同窓会・後援会のご支援・ご
協力の下で、学生、教職員の連携力、協働力を期待します。

　これまで本学が行ってきた幅広い地域
貢献活動を検証・評価し、より多様で高度
な卓越した地域貢献の実現を目指しま
す。実現に向け、地域に開かれ地域と向き
合う、地域の知の拠点として、多様かつ高
度な地域貢献活動や事業を推進します。
また、未来志向型の「グローカル」人材の
育成を図るため、産業界や地方自治体等
と連携し、学外から講師を招き開設する
未来構想大学講座やPBL (P ro jec t 

Based Learning)
に基づく地域課題
解決の各種方策を
実施します。
　従来からの地域貢献事業を継続実施
するとともに、2025年度新たに加盟した
関西国際大学を幹事校とする一般社団
法人「学修評価・教育開発協議会」におけ
る各種連携事業を本格化させていきま
す。（詳しくはP.4にてご紹介しています。）

松本大学・松本大学松商学園短期大学部 学長 清水 一彦

1. 卓越した地域貢献力の向上

2. R-T-Sネクサスの実現

　１８歳人口の急減期が差し迫った大学
経営環境を乗り切るためには、思い切っ
た根本的な改革が必要です。上記の１５
の基本施策と関連して、２０３０年までの５
年間に下記の５つの重点事業を掲げ、本
学の飛躍的発展に繋げていきます。
　このうち、新学位プログラムについて

は、教教分離制度の導入とともに学部等
連係課程制度を活用した「人間科学群
（仮称）」の設置を予定しています。教育
学部と人間健康学部スポーツ健康学科
を連係協力学部として、心と身体の健康
等に関する多様な課題に対して、データ
サイエンス（ＤＳ）等を活用した教育方法

を取り入れ、主体
的に行動し地域社
会に貢献できる人
材の育成を目指し
ます。また、２０２６

全学的な目標と行動方針

　少子化など社会情勢や教育環境に対応した新た
な戦略的取り組みが求められます。そのためには、
特色ある地方大学の実現に向け、すべてのステー
クホルダーに対して大学の社会的、環境的な価値を
示すとともに、松本大学ＳＷＯＴ分析に基づき定期
的にそのブランド力を検証・評価し、新たな改善・改
革に繋げていきます。
　中でも、安定的な学生確保は大学経営にとって最
も重要な事項です。定員管理については、極めて厳
しい社会環境の中で、各教育組織と入試広報室と
の密接な連携の下、高大接続プログラムやDX活用
の学生募集戦略等によって改善を図ります。また、
教教分離については、教員組織と教育組織を分離
し、組織中心の考え方からカリキュラム中心の考え
方への移行や、先般の設置基準改正で導入された
基幹教員制度の活用と併せて導入するものです。

　大学の生命線である研究力・教育力の
向上を図り、学修者本位の教育実現のた
めの環境整備が重要な課題になっていま
す。そのためには、世界共通の課題であり、
社会からの支援を受ける上で不可欠な今
日の大学に求められているR-T-Sネクサス
（Nexus of Research, Teaching and 
Study 研究と教育と学修の統合）を改革の
基本指針に据え、教員の研究力と教育力、

学生の学修力の向
上・充実を図る必要があります。
　このうち、今年度には、教員の教育研究
の遂行に必要な知識及び能力の向上を図
るため、教員自らが研究目標を定め一定の
期間にわたり研究に専念する研修機会「サ
バティカル制度」の実施準備を行います。
なお、昨年度から始めた若手研究者奨励
制度や優秀教員学術研究奨励制度は継続

して行います。また、学修力の向上政策と
しては、教学マネジメント改革において各
大学に求められている学修成果の評価・可
視化は重要課題の一つに位置づけ、すな
わち、昨年度策定した学修成果としての
「松大学士力」を、全国の学生調査（文部科
学省）等を活用して客観的に評価・把握し、
学修力の評価・可視化を推進します。

年度には、新たに松商短期大学部におけ
る２学科体制から１学科体制への移行と
同時に、多様なメディアを活用したコー
スの新設などの制度設計を行います。
　こうした学部・学科の改組転換による
新たな組織の設置と併行して、教育・財
務基盤に対する負荷水準の適正化を図
るともに、地域ニーズに見合った教育内
容のブランド力を高めるための全学教
養教育の全面的見直しにも着手していく
所存です。

■ 2026年度 実施事業

■ 事業の方向性と大学の将来戦略

3. 松本大学の未来創造のためのブランディング戦略

❶ ヘルス・プロモーション事業の活性化
❷ 産業界トップリーダーによる連続リレー講義の実施
❸ 地域活躍人材の連携教育講座の実施
❹ 社会人リスキリング･リカレント講座の実施
❺ 地域連携による教育活動の活性化
❻ 松本大学健康フォーラムの充実・発展

基本施策

❶ 新学位プログラムの設置、教教分離制度の導入
❷ 学費の値上げ
❸ 短期大学部の改組転換
❹ 多様なメディア活用コースの新設
❺ 全学教養教育の見直し

重点事業

❶ 安定的な学生確保と大学経営の維持
❷ 教教分離による学部・学科の再編
❸ 教学マネジメントと教育の内部質保証

基本施策

❶ 教員の研究力アップ
❷ 教育力の向上・充実

基本施策
❸ 学修力の把握・可視化
❹ 教育のＤＸ化推進

 

  

 

  

 
 

 

   

 

 
 

 

 

 

▶W×O リスク弱点克服戦略

内 部 環 境
Ｓ 強 み Ｗ 強 み

▶S×O 積極的攻勢
新学群設置による学びの革新と拡張
・「心理」×「健康増進」+「データサイエンス」、
   新たな分野での社会貢献が可能

教教分離による教育資源の有効活用
・多様化する社会ニーズへの柔軟な対応が可能

卒業生との連携強化による地域企業・地域社会
との連携
地域基盤ネットワークの拠点形成（中心地）

地域貢献評価指標の開発と実践

新学群による新しい学びの分野展開で魅力を強化
・学群設置をブランディングにつなげ、競合校との
差別化をはかる

▶W×T リスク最小化戦略
新学群により学部間の不均衡を是正
・少子化時代でも安定した定員確保を目指す
教教分離により教員の研究・教育の両立支援
・所属学部の授業に縛られず、専門性を活かせる分野を
担当可能

教職員間の情報共有システム（組織）の構築
e-LearningなどのICTを活用した教育環境の整備
教職員の危機意識の共有・教職協働方策
学生参画型大学経営

▶S×T 差別化戦略

Ｏ
機
会

Ｔ
脅
威

外
部
環
境

高大連携の強化、（特に松商学園高校との連携に
よる）７年間（3＋4）での人材育成制度の確立
社会人のリスキリング・リカレント教育機能の拡充

松本大学SWOT分析松本大学SWOT分析

（基本施策）
①ヘルス・プロモーション事業の活性化
②産業界トップリーダーによる    
連続リレー講義の実施

③地域活躍人材の連携教育講座の実施
④社会人リスキリング・リカレント講座の実施
⑤地域連携による教育活動の活性化
⑥松本大学健康フォーラムの充実・発展

（基本施策）
①教員の研究力アップ
②教育力の向上・充実
③学修力の把握・可視化
④教育のＤＸ化推進

（基本施策）
①安定的な学生確保と大学経営の維持
②教教分離による学部・学科の再編
③教学マネジメントと教育の  
内部質保証

④国際化の推進
⑤大学スポーツの振興

（１）卓越した地域貢献力の向上 （２）R-T-Sネクサスの実現 （３）松本大学の未来創造のための
ブランディング戦略

（関連施策）
•学生主導型「平和創造研究会」の実施
•「三大学（札幌大学・鹿児島国際大学・松本大学）  
学生交流課題研究会議」の交流事業

•湘北短期大学との連携教育活動
•大学等連携推進法人「学修評価」・教育開発協議会の 
各種オンライン連携事業

（関連施策）
•科研費等の外部資金の獲得
•サバティカル制度の実施

（未来戦略重点事）
•人間科学群（仮称）の設置
•学費の値上げ
•短期大学の学科改組
•短期大学メディア活用コースの新設
•全学教養教育の見直し

昨年5月実施の「山学マイスター養成プログラム」
キックオフシンポジュウム

今年度の開催についてはP.16をご確認ください。

学生の学修力の向上・充実のため「学修支援センター」を開設。
詳しくはP.12をご覧ください。

❹ 国際化の推進
❺ 大学スポーツの振興
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❶ 教員の研究力アップ
❷ 教育力の向上・充実

基本施策
❸ 学修力の把握・可視化
❹ 教育のＤＸ化推進

 

  

 

  

 
 

 

   

 

 
 

 

 

 

▶W×O リスク弱点克服戦略

内 部 環 境
Ｓ 強 み Ｗ 強 み

▶S×O 積極的攻勢
新学群設置による学びの革新と拡張
・「心理」×「健康増進」+「データサイエンス」、
   新たな分野での社会貢献が可能

教教分離による教育資源の有効活用
・多様化する社会ニーズへの柔軟な対応が可能

卒業生との連携強化による地域企業・地域社会
との連携
地域基盤ネットワークの拠点形成（中心地）

地域貢献評価指標の開発と実践

新学群による新しい学びの分野展開で魅力を強化
・学群設置をブランディングにつなげ、競合校との
差別化をはかる

▶W×T リスク最小化戦略
新学群により学部間の不均衡を是正
・少子化時代でも安定した定員確保を目指す
教教分離により教員の研究・教育の両立支援
・所属学部の授業に縛られず、専門性を活かせる分野を
担当可能

教職員間の情報共有システム（組織）の構築
e-LearningなどのICTを活用した教育環境の整備
教職員の危機意識の共有・教職協働方策
学生参画型大学経営

▶S×T 差別化戦略

Ｏ
機
会

Ｔ
脅
威

外
部
環
境

高大連携の強化、（特に松商学園高校との連携に
よる）７年間（3＋4）での人材育成制度の確立
社会人のリスキリング・リカレント教育機能の拡充

松本大学SWOT分析松本大学SWOT分析

（基本施策）
①ヘルス・プロモーション事業の活性化
②産業界トップリーダーによる    
連続リレー講義の実施
③地域活躍人材の連携教育講座の実施
④社会人リスキリング・リカレント講座の実施
⑤地域連携による教育活動の活性化
⑥松本大学健康フォーラムの充実・発展

（基本施策）
①教員の研究力アップ
②教育力の向上・充実
③学修力の把握・可視化
④教育のＤＸ化推進

（基本施策）
①安定的な学生確保と大学経営の維持
②教教分離による学部・学科の再編
③教学マネジメントと教育の  
内部質保証

④国際化の推進
⑤大学スポーツの振興

（１）卓越した地域貢献力の向上 （２）R-T-Sネクサスの実現 （３）松本大学の未来創造のための
ブランディング戦略

（関連施策）
•学生主導型「平和創造研究会」の実施
•「三大学（札幌大学・鹿児島国際大学・松本大学）  
学生交流課題研究会議」の交流事業

•湘北短期大学との連携教育活動
•大学等連携推進法人「学修評価」・教育開発協議会の 
各種オンライン連携事業

（関連施策）
•科研費等の外部資金の獲得
•サバティカル制度の実施

（未来戦略重点事）
•人間科学群（仮称）の設置
•学費の値上げ
•短期大学の学科改組
•短期大学メディア活用コースの新設
•全学教養教育の見直し

昨年5月実施の「山学マイスター養成プログラム」
キックオフシンポジュウム

今年度の開催についてはP.16をご確認ください。

学生の学修力の向上・充実のため「学修支援センター」を開設。
詳しくはP.12をご覧ください。

❹ 国際化の推進
❺ 大学スポーツの振興
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学生支援を充実化

副学長  金子 能呼
　このたび、副
学長を拝命いた
しました。教育
の改革を進め
る大事な年度に
なりますので、
清水学長をはじ
め教職員の皆
さまからご指導

をいただきながら、精一杯努めて参りま
す。とりわけ、学生に目を向け、学生の学び
の場として本学がさらに魅力を増すよう取
り組みます。地域で活躍する人材の育成に
尽力しますので、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願い申しあげます。

社会変動の中で

副学長  増尾 均
　このたび、松
本大学副学長
を拝命し、身の
引き締まる思い
です。本学は地
域と連携し、こ
れに根ざした教
育・研究を通じ
て多くの人材を

輩出してきました。近年、大学を取り巻く
社会環境の変化が著しく、求められる役割
も多様化してきております。これらのニー
ズに対応した変革を目指し、教職員の皆さ
まとともに本学のさらなる発展に貢献で
きるよう尽力してまいりますので、ご支援
のほどよろしくお願い申しあげます。

学びと社会をつなぐ
大学を目指して

副学長  根本 賢一
　このたび、学
長より御指名を
頂き、副学長を
拝命いたしまし
た。重責をあら
ためて認識し、
身の引き締まる
思いでございま
す。これまでの

取り組みを基盤に、学生一人ひとりの将来
を見据えた実践的な就職支援の充実と、
地域社会との連携深化を図り、本学のさら
なる発展に尽力してまいります。今後とも
変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、
お願い申しあげます。

これからの地域社会を切り拓く人材の育成
総合経営学部 総合経営学科長 古川 智史

　今年度から総合経営学科の学科長を
拝命いたしました。総合経営学科では、
４つの学びの柱を通した総合的な経営
能力の育成を掲げています。松本大学
のキャンパス、そして地域には学生の皆
さんが成長する様々な「きっかけ」があ
ります。その１つ１つを大切にしなが
ら、総合経営学科での学修を通して充
実した学生生活を送ってもらいたいと

思います。学生一人一人に向き合い、これからの地域社会を切り拓
く人材の育成に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

学科長就任にあたって
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科長  今村 篤史

　今年度より、観光ホスピタリティ学科
の学科長を拝命いたしました。観光ホス
ピタリティ学科は、観光・地域振興・福
祉社会デザイン・地域防災といった４領
域の学びを通して、地域社会の課題に
取り組み、持続可能な地域づくりに貢献
できる人材の育成を目標としております。
また、地域の皆さまのご協力のもと、多
彩なアウトキャンパス・スタディを実施し、

地域から学ぶことを大切にしております。今後も、学生一人ひとり
の幅広い知識の獲得、専門性や実践性を高めていく教育と、地域
の皆さまとの連携・協働に取り組んでまいりますので、引き続きご
支援ご指導を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

高度な課題解決能力を持つ人材の育成
大学院総合経営研究科長 室谷 心

　総合経営研究科は、AI技術の急速な
進展や世界規模での経済リスクなど不
確実性の高い現代で、企業や地域社会
を継続的に維持・発展させていく高度
な課題解決能力をもつ人材の育成をめ
ざしています。長期履修制度やオンライ
ン授業など、働きながら研究する大学院
生を支援する制度も用意しております。
研究を通じてもう一段階上の課題解決

能力を身につける大学院総合経営研究科へ、皆さまのご指導とご
支援を賜りますようお願い申しあげます。

　

地域からの信頼を、未来の力に
松本大学・松本大学松商短期大学部 事務局長  西澤 芳浩

　直近の2年間事務長を務めておりまし
た松商学園高校では、スーパーサイエン
スハイスクール(SSH)や甲子園出場等も
あって入学希望者が大幅に増え、学園に
対する地域からの絶大な支持を肌で感
じて参りました。
　この学園への信頼と卒業生の絆は、
学生の皆さんの就職とその後の未来に
大きな強みとなります。学園を挙げて皆

さんの未来を支えてまいります。

就 任 あ い さ つ

　一般社団法人「学修評価・教育開発協

議会」は、2016年に設立された大学間

連携組織で、主として中小規模大学が直

面する教育改革や質保証の課題への対

応を目的としています。文部科学省の大

学間連携事業を基盤として発足し、

2022年には「大学等連携推進法人」に

認定され、制度的に共同教育や単位互換

を実施できる体制を整えております。

　主な活動は、学修成果の可視化（ルー

ブリックの開発・活用）やIRによる教育

データ分析の推進に加え、学生が自身の

取り組みを発表する「オフキャンパス」の

実施、他大学の授業を履修できる連携開

設科目の提供、教職員を対象としたFD・

SD研修などが挙げられます。これらの取

り組みを通じて、加盟大学が相互に連携

しながら教育の質向上を図る仕組みが構

築されています。また、私立大学改革支

援事業への参画を通じて大学間の機能

分担と教育資源の共有を促進し、地域社

会との連携や人材育成にも取り組んでい

ます。

　特にオフキャンパスは、加盟大学の学

生が事前に設定されたテーマについて取

り組み成果を発表・意見交換を行う学生

主体のイベントです。自大学だけでは得

られない多様な視点に触れるとともに、

他大学の学生との交流を深める貴重な

機会となっています。

　また、連携開設科目は、加盟大学が特

色ある授業を提供する仕組みで、学生は

所属大学に通学しつつ、遠隔授業等を通

じて他大学の授業を受講することで、自

大学のカリキュラムでは提供してない学

びへの選択肢を広げる点に大きな利点が

あります。

　これらの取り組みは、単独では実現が

難しい教育の質向上を連携によって推進

するものであり、今後の高等教育におけ

る新たな連携モデルとして一層の発展が

期待されます。

教務課 課長  伊藤 健

　本学では2025年度に「学修評価・教育開発協議会」に加盟し、大学間連携による教育の取り組みを進めてきました。
今年度はこの活動をより一層本格化させ、他大学とつながることで新たな学びの広がりを生み出していきます。

人間科学群（仮称・設置構想中）

設置構想中！ “これからの社会で必要とされる力”を身につけ、
将来に多彩な選択肢をもつ「人の専門家」へ

人間科学群では、教育学、心理学、健康科学、統計学（データサイエンス）を組み合わせながら
「人を支える力」「社会をより良くする力」を育てます。

● 関西国際大学（コミュニティ防災、データサイエンス）
● 共愛学園前橋国際大学（キリスト教と多文化社会、現代社会と聖書）
● 富山国際大学（人工知能とその活用、ジェンダー論）
● 宮崎国際大学（観光概論、政治学概論）・宮崎学園短期大学
● 札幌国際大学（観光事業論、北海道学）
● 創価大学
● 新潟工科大学（くらしの化学技術、ユニバーサルデザイン）
● 湘北短期大学
● 札幌大学
● 聖学院大学
● 松本大学（スポーツと法）・松商短期大学部

　昨年11月に開催された「令和７年度・オフキャンパス報
告会」では、本学から総合経営学科の学生2名が参加し、
地域連携事業である松本広域連合との各施策として、地
域広報紙の作成・配布、PR動画制作などを紹介しまし
た。地元行政機関と業界大手企業を巻き込んだ産官学
連携の優良モデル事業として高く評価していただくととも
に、本学の学びの魅力を発信する良い機会となりました。

広がる学びの選択肢
― 他大学とつながる連携教育 ―

オフキャンパス報告会に参加加盟大学と連携開設科目

が誕生します！2027年 4月
開設予定

※（）内は令和８年度の連携開設科目で、オンデマンドやオンラインでの受講となります。

※詳細は次号にて紹介予定です。

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

教育と発達 心　理 健康づくり データサイエンス
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学生支援を充実化

副学長  金子 能呼
　このたび、副
学長を拝命いた
しました。教育
の改革を進め
る大事な年度に
なりますので、
清水学長をはじ
め教職員の皆
さまからご指導

をいただきながら、精一杯努めて参りま
す。とりわけ、学生に目を向け、学生の学び
の場として本学がさらに魅力を増すよう取
り組みます。地域で活躍する人材の育成に
尽力しますので、ご協力とご支援をどうぞ
よろしくお願い申しあげます。

社会変動の中で

副学長  増尾 均
　このたび、松
本大学副学長
を拝命し、身の
引き締まる思い
です。本学は地
域と連携し、こ
れに根ざした教
育・研究を通じ
て多くの人材を

輩出してきました。近年、大学を取り巻く
社会環境の変化が著しく、求められる役割
も多様化してきております。これらのニー
ズに対応した変革を目指し、教職員の皆さ
まとともに本学のさらなる発展に貢献で
きるよう尽力してまいりますので、ご支援
のほどよろしくお願い申しあげます。

学びと社会をつなぐ
大学を目指して

副学長  根本 賢一
　このたび、学
長より御指名を
頂き、副学長を
拝命いたしまし
た。重責をあら
ためて認識し、
身の引き締まる
思いでございま
す。これまでの

取り組みを基盤に、学生一人ひとりの将来
を見据えた実践的な就職支援の充実と、
地域社会との連携深化を図り、本学のさら
なる発展に尽力してまいります。今後とも
変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、
お願い申しあげます。

これからの地域社会を切り拓く人材の育成
総合経営学部 総合経営学科長 古川 智史

　今年度から総合経営学科の学科長を
拝命いたしました。総合経営学科では、
４つの学びの柱を通した総合的な経営
能力の育成を掲げています。松本大学
のキャンパス、そして地域には学生の皆
さんが成長する様々な「きっかけ」があ
ります。その１つ１つを大切にしなが
ら、総合経営学科での学修を通して充
実した学生生活を送ってもらいたいと

思います。学生一人一人に向き合い、これからの地域社会を切り拓
く人材の育成に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

学科長就任にあたって
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科長  今村 篤史

　今年度より、観光ホスピタリティ学科
の学科長を拝命いたしました。観光ホス
ピタリティ学科は、観光・地域振興・福
祉社会デザイン・地域防災といった４領
域の学びを通して、地域社会の課題に
取り組み、持続可能な地域づくりに貢献
できる人材の育成を目標としております。
また、地域の皆さまのご協力のもと、多
彩なアウトキャンパス・スタディを実施し、

地域から学ぶことを大切にしております。今後も、学生一人ひとり
の幅広い知識の獲得、専門性や実践性を高めていく教育と、地域
の皆さまとの連携・協働に取り組んでまいりますので、引き続きご
支援ご指導を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

高度な課題解決能力を持つ人材の育成
大学院総合経営研究科長 室谷 心

　総合経営研究科は、AI技術の急速な
進展や世界規模での経済リスクなど不
確実性の高い現代で、企業や地域社会
を継続的に維持・発展させていく高度
な課題解決能力をもつ人材の育成をめ
ざしています。長期履修制度やオンライ
ン授業など、働きながら研究する大学院
生を支援する制度も用意しております。
研究を通じてもう一段階上の課題解決

能力を身につける大学院総合経営研究科へ、皆さまのご指導とご
支援を賜りますようお願い申しあげます。

　

地域からの信頼を、未来の力に
松本大学・松本大学松商短期大学部 事務局長  西澤 芳浩

　直近の2年間事務長を務めておりまし
た松商学園高校では、スーパーサイエン
スハイスクール(SSH)や甲子園出場等も
あって入学希望者が大幅に増え、学園に
対する地域からの絶大な支持を肌で感
じて参りました。
　この学園への信頼と卒業生の絆は、
学生の皆さんの就職とその後の未来に
大きな強みとなります。学園を挙げて皆

さんの未来を支えてまいります。

就 任 あ い さ つ

　一般社団法人「学修評価・教育開発協

議会」は、2016年に設立された大学間

連携組織で、主として中小規模大学が直

面する教育改革や質保証の課題への対

応を目的としています。文部科学省の大

学間連携事業を基盤として発足し、

2022年には「大学等連携推進法人」に

認定され、制度的に共同教育や単位互換

を実施できる体制を整えております。

　主な活動は、学修成果の可視化（ルー

ブリックの開発・活用）やIRによる教育

データ分析の推進に加え、学生が自身の

取り組みを発表する「オフキャンパス」の

実施、他大学の授業を履修できる連携開

設科目の提供、教職員を対象としたFD・

SD研修などが挙げられます。これらの取

り組みを通じて、加盟大学が相互に連携

しながら教育の質向上を図る仕組みが構

築されています。また、私立大学改革支

援事業への参画を通じて大学間の機能

分担と教育資源の共有を促進し、地域社

会との連携や人材育成にも取り組んでい

ます。

　特にオフキャンパスは、加盟大学の学

生が事前に設定されたテーマについて取

り組み成果を発表・意見交換を行う学生

主体のイベントです。自大学だけでは得

られない多様な視点に触れるとともに、

他大学の学生との交流を深める貴重な

機会となっています。

　また、連携開設科目は、加盟大学が特

色ある授業を提供する仕組みで、学生は

所属大学に通学しつつ、遠隔授業等を通

じて他大学の授業を受講することで、自

大学のカリキュラムでは提供してない学

びへの選択肢を広げる点に大きな利点が

あります。

　これらの取り組みは、単独では実現が

難しい教育の質向上を連携によって推進

するものであり、今後の高等教育におけ

る新たな連携モデルとして一層の発展が

期待されます。

教務課 課長  伊藤 健

　本学では2025年度に「学修評価・教育開発協議会」に加盟し、大学間連携による教育の取り組みを進めてきました。
今年度はこの活動をより一層本格化させ、他大学とつながることで新たな学びの広がりを生み出していきます。

人間科学群（仮称・設置構想中）

設置構想中！ “これからの社会で必要とされる力”を身につけ、
将来に多彩な選択肢をもつ「人の専門家」へ

人間科学群では、教育学、心理学、健康科学、統計学（データサイエンス）を組み合わせながら
「人を支える力」「社会をより良くする力」を育てます。

● 関西国際大学（コミュニティ防災、データサイエンス）
● 共愛学園前橋国際大学（キリスト教と多文化社会、現代社会と聖書）
● 富山国際大学（人工知能とその活用、ジェンダー論）
● 宮崎国際大学（観光概論、政治学概論）・宮崎学園短期大学
● 札幌国際大学（観光事業論、北海道学）
● 創価大学
● 新潟工科大学（くらしの化学技術、ユニバーサルデザイン）
● 湘北短期大学
● 札幌大学
● 聖学院大学
● 松本大学（スポーツと法）・松商短期大学部

　昨年11月に開催された「令和７年度・オフキャンパス報
告会」では、本学から総合経営学科の学生2名が参加し、
地域連携事業である松本広域連合との各施策として、地
域広報紙の作成・配布、PR動画制作などを紹介しまし
た。地元行政機関と業界大手企業を巻き込んだ産官学
連携の優良モデル事業として高く評価していただくととも
に、本学の学びの魅力を発信する良い機会となりました。

広がる学びの選択肢
― 他大学とつながる連携教育 ―

オフキャンパス報告会に参加加盟大学と連携開設科目

が誕生します！2027年 4月
開設予定

※（）内は令和８年度の連携開設科目で、オンデマンドやオンラインでの受講となります。

※詳細は次号にて紹介予定です。

※設置構想中であり、内容は変更となることがあります。

教育と発達 心　理 健康づくり データサイエンス
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任新 者 い さ つあ い さ つ

　前任校では、転写抑制因子と肥満抑制の分子メ
カニズムの基礎研究、臨床業務や学生教育に力を
注いできました。医学は日進月歩であり、学生のみ
ならず、教える側の研究者にとっても決して平易な
分野ではありません。わかりやすい講義と親身な
研究指導のもと、学生の皆さまとともに日々研鑽
してまいります。何卒よろしくお願い申しあげます。

健康栄養学科
教授
清水 裕晶
【専門分野】内科学、内分泌学
【略歴】獨協医科大学大学院医学研究科
臨床系内科学（内分泌代謝）修了／ 
獨協医科大学医学部 生化学講座 助教

　4月より着任しました助川（すけがわ）です。自治
体職員として商店街支援や人材育成などに携わりな
がら、人が学び合い成長する場をつくり、まちづく
りの研究を行ってきました。これからは学生の皆さ
んと自治体や地域に足を運び、公務人材の育成や地
域づくりをテーマに、松本・信州の魅力を共に考え
学びを深めていきます。どうぞよろしくお願いします。

観光ホスピタリティ学科
准教授
助川 達也
【専門分野】地方自治／まちづくり／ 
人材育成
【略歴】茨城県／東京大学大学院工学系
研究科修了

　4月より健康栄養学科に着任いたしました。前
職では主にヒトの消化器系と腸内細菌叢との相互
作用について教育・研究を行っていました。食と健
康の基盤となるヒトの体についての学修を少しで
もわかりやすく進めていきたいと思っております。
どうぞよろしくお願いいたします。

長野県の水・植物資源を
研究していきます

健康栄養学科
教授
川久保 雅友
【専門分野】生物資源学 (植物、環境)
【略歴】信州大学大学院理学研究科  
修士課程修了／博士 (医学)  
信州大学医学部分子病理学教室講師

学生とともに学ぶ 公務人材の育成と地域づくり

　中学生の頃に抱いた「人間の身体って本当に面
白いなぁ」という興味関心を原点に、研究、医療機
関やスポーツ現場での専門職としての活動、教
育、自身のスポーツ活動に取り組んでいます。これ
からも「学びの先に人がいる」を大切に、信州松本
の地で教育・研究活動に励んでまいります。

スポーツ健康学科
専任講師
安達 玄
【専門分野】スポーツ医科学／スポーツ整
形外科学／アスレティックトレーニング学
【略歴】早稲田大学大学院スポーツ科学研究科博士後
期課程修了／博士(スポーツ科学)／早稲田大学スポーツ
科学研究センター／東洋大学健康スポーツ科学部助教

　研究室から臨む山々の美しさに畏怖を感じる毎
日です。心理学で「畏怖」は、論理的で分析的な思
考や、利他的行動を促し、健康さえも増進すること
が確認されています。これほど豊かな環境で、温
かなスタッフと共に、熱意と活気に満ちた学生の
知的探究をサポートできることを光栄に思います。
ご指導のほどよろしくお願い申しあげます。

学校教育学科
専任講師
松尾 藍
【専門分野】社会心理学／産業・組織心理学
【略歴】筑波大学大学院人間総合科学研
究科博士前期課程修了／北陸学院大学
社会学部講師／筑波大学働く人への心
理支援開発研究センター客員研究員

　専門は風景計画学で、地域の自然や文化を読み
解き、観光まちづくりに活かす研究・教育に取り組
んでいます。また音楽活動も行っており、「楽・
岳・学」が重なる松本の地で教育・研究・地域づく
りに携われることに大きな喜びを感じております。
松本大学の使命である地域振興と地域文化の発
展に資する人材の育成に向け、精進してまいります。

松本の地で、地域とともに

観光ホスピタリティ学科
専任講師
山島 有喜
【専門分野】風景計画学／造園学
【略歴】東京大学大学院農学生命科学研
究科森林科学専攻博士課程修了／ 
博士（農学）／國學院大學観光まちづく
り学部助手

　私はこれまで会計教育に携わる中で、人の心を
動かすのは理屈ではなく、それを支える情熱である
と実感してまいりました。高い熱量をもって物事に
取り組む姿は、時に言葉を超えて人を前へと進ま
せる原動力になると確信しております。教員として
歩む道の先で、誰かの人生に灯りをともすような働
きができるよう、日々研鑽を重ね、職務に取り組
んでまいります。

学びと情熱の架け橋として

学びの先に人がいる 豊かな自然と、健康な心

松商短期大学部  商学科
専任講師
岩田 生粋
【専門分野】会計学
【略歴】関西大学大学院会計研究科  
会計人養成専攻修了／  
会計修士（専門職）

学生とともに成長
［ 専任職員 ］

　学生課に配属となりま
した、小島瑠生と申しま
す。名古屋での学生生活

の経験を活かし、主に梓乃森祭や学友会などの各
行事を通して、学生とともに精進し、成長していく
所存です。大学職員の勤務が初めてということ
で、至らぬ点もあるかと存じますが、学生のことを
第一に、努めてまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

学生課　主事

小島 瑠生

保健師着任のご挨拶

　健康安全センターに配
属となりました保健師の
西谷美香と申します。松本

生まれ、松本育ちです。教育分野での勤務は初め
てとなりますが、これまで培った経験を活かし、皆
さまを健康面から支えていけるよう努めてまいり
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

健康安全センター　主事

西谷 美香

着任のご挨拶
［ 法人内移動 ］

　このたび、法人事務局に
て2年間勤務した後、管理
課に異動してまいりました。

以前にも管理課での勤務経験があり、改めて本学の
運営に携われることをうれしく思っております。これ
までの経験を生かし、皆さまのお役に立てるよう努
めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

管理課　課長補佐

百瀬 貴之

異動のご挨拶

　このたび人事異動により、
教務課に着任いたしまし
た。至らぬ点が多々あるか

と存じますが、早く職務に慣れ、円滑な業務運営に
貢献できるよう努めてまいります。何卒ご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申しあげます。

教務課　主事

田中 あずさ

着任のご挨拶

　2026年1月に中途採用
として入職いたしました。
新しい環境の中で、周りの

方々に支えていただきながら過ごしております。至
らぬ点も多くございますが、松本大学の一員とし
て誠実に努力してまいります。今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。

入試広報室　主事

佐藤 真理

■ 学長  清水　一彦
■ 副学長  増尾　　均
■ 副学長  根本　賢一
■ 副学長  金子　能呼
■ 総合経営学部
　学　部　長  清水　聡子
　総合経営学科長 古川　智史
　観光ホスピタリティ学科長  今村　篤史
■ 人間健康学部
　学　部　長  山田　一哉
　健康栄養学科長  福島　智子
　スポーツ健康学科長  齊藤　　茂
■ 教育学部
　学　部　長  秋田　　真
　学校教育学科長  和田　順一
■ 松商短期大学部
　学　部　長  矢野口　聡
　商学科長  川島　　均
　経営情報学科長  浜崎　　央
■ 大学院健康科学研究科
　健康科学研究科長  山田　一哉

■ 大学院総合経営研究科
　総合経営研究科長  室谷　　心
■ 管理部門
　全学協議会議長  清水　一彦
　全学運営会議長  清水　一彦
　内部質保証室長  清水　一彦
　健康安全センター運営委員長  清水　裕晶
　衛生委員長  西澤　芳浩
　人権委員長 黒川　　優
　施設管理運営委員長  西澤　芳浩
　危機管理委員長  根本  賢一
■ 入試広報部門
　全学入試・広報委員長  金子　能呼
　アドミッション・オフィス運営委員長  中村　礼二
　大学入学共通テスト実施委員長  河野　史倫
■ 研究推進管理部門
　地域防災科学研究所運営会議長  尻無浜博幸
　研究推進委員長  山田　一哉
　研究ｲﾝﾃｸﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員長  増尾　　均
　研究倫理委員長  増尾　　均

■ 地域連携部門
　地域力創造委員長  矢﨑　　久
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長  上野　隆幸
■ 学生センター部門
　全学教務委員長  古川　智史
　教職センター運営委員長  吉原　　寛
　情報センター運営委員長  木下　貴博
　図書館運営委員長  増尾　　均
　国際交流センター運営委員長  糸井　重夫
　全学就職委員長  岩間　英明
　全学学生委員長  佐藤茂太郎
　障がい学生支援会議長  佐藤茂太郎
■ 大学事務局
　大学事務局長 西澤　芳浩
　総務部長 坂内　浩三
　管理課長補佐 百瀬　貴之
　地域連携課長補佐 丸山　勝弘
　入試広報室長 中村　礼二
　教務課長 伊藤　　健
　学生センター長・学生課長 山本　由紀
　情報センター・図書館課長 松島　大樹

＜教　員＞
　健康栄養学科 教　　授 川久保雅友
　健康栄養学科 教　　授 清水　裕晶
　観光ホスピタリティ学科 准  教  授 助川　達也
　観光ホスピタリティ学科 専任講師 山島　有喜
　スポーツ健康学科 専任講師 安達　　玄
　学校教育学科 専任講師 松尾　　藍
　商学科 専任講師 岩田　生粋
＜職　員＞
　学生課　 主事 小島　瑠生
　健康安全センター 主事 西谷　美香
　入試広報室 主事 佐藤　真理

2026年度の運営体制

新任者

男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：潜在連想テストを用いた検証
教育学部 学校教育学科　秋田 真 教授
○期間：令和 5年度（2023）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

心の健康問題を抱える高校生への多職種協働支援 －教育現場における早期介入に向けて－
人間健康学部 スポーツ健康学科　有賀 美恵子 教授
○期間：令和 3年度（2021）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
教育学部 学校教育学科　上月 康弘 准教授
○期間：令和 6年度（2024）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

パーソナリティに関する暗黙理論が適応指標に与える影響
教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師
○期間：令和 6年度（2024）～令和 9(2027) 年度（3年目）

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授
○期間：令和 6年度（2024）～令和 10(2028) 年度（3年目）

中小同族経営者にみるタイプ別収益力比較と能力醸成の条件 －長野県清酒業を通じて－
大学院 総合経営研究科　兼村 智也 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度（2年目）

移民ケアラーと「家族」の境界 －イタリアにおける介護と看取りの調査から
大学院 健康科学研究科　福島 智子 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 11(2029) 年度（2年目）

セレン輸送タンパク質の受容体認識とその調節機構
大学院 健康科学研究科　黒川 優 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度（2年目）

アルペンスキー滑走動作のバイオメカニクス的研究
人間健康学部 スポーツ健康学科　吉田 陽平 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 10(2028) 年度（2年目）

へき地の教育条件整備に関する地域実証的研究
教育学部 学校教育学科　御代田 桜子 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 10(2028) 年度（2年目）

多国籍企業の子会社で働くローカル・マネージャーによる二重埋め込みのマネジメント
総合経営学部 総合経営学科　小野 香織 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

文化財と空間の関係に着目した遺跡整備研究：「遺跡空間学」の開拓に向けて
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　脇園 大史 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

社会的接触の最適化に必要なエネルギーコストの予測が対人距離の知覚に及ぼす効果
教育学部 学校教育学科　松尾 藍 専任講師
○期間：令和 6年度（2024）～令和 9（2027）年度（3年目）

発育期野球選手における胸椎伸展可動性と投球肩障害の関連性の解明
人間健康学部 スポーツ健康学科　安達 玄 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9（2027）年度（2年目）

SMRTが肝臓内レチノイド代謝に及ぼす効果及びその肥満抑制機序の解明と治療応用
人間健康学部 健康栄養学科　清水 裕晶 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度

学校組織における心理的安全性を醸成するリーダーのライフストーリー研究
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　後小路 正人 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

心の健康問題を持つ定時制高校生徒への多職種協働支援・教育現場の早期介入を目指して
人間健康学部 スポーツ健康学科　有賀 美恵子 教授
○期間：令和 8年度（2026）～令和 12(2030) 年度（新規）

高校生の英語ライティング評価における機能的適切さルーブリック使用の妥当性検証
教育学部 学校教育学科　菊原 健吾 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

算数障害児の早期支援のための一斉指導による加減算の系統的な指導プロクラムの効果
教育学部 学校教育学科　山本 ゆう 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 10(2028) 年度（新規）

屋上に存在する寺社の社会的中心性と継承のあり方に関する研究
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　山島 有喜 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 10(2028) 年度（新規）

市場規律が有効に機能する預金保険制度改革
松商短期大学部 経営情報学科　飯塚 徹 教授
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

未病期から進行する骨格筋老化を駆動する“遺伝子基盤形成”メカニズムの解明
大学院 健康科学研究科　丸山 翔 （特別研究員）
○期間：令和 8年度（2026）～令和 9(2027) 年度（新規）
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任新 者 い さ つあ い さ つ

　前任校では、転写抑制因子と肥満抑制の分子メ
カニズムの基礎研究、臨床業務や学生教育に力を
注いできました。医学は日進月歩であり、学生のみ
ならず、教える側の研究者にとっても決して平易な
分野ではありません。わかりやすい講義と親身な
研究指導のもと、学生の皆さまとともに日々研鑽
してまいります。何卒よろしくお願い申しあげます。

健康栄養学科
教授
清水 裕晶
【専門分野】内科学、内分泌学
【略歴】獨協医科大学大学院医学研究科
臨床系内科学（内分泌代謝）修了／ 
獨協医科大学医学部 生化学講座 助教

　4月より着任しました助川（すけがわ）です。自治
体職員として商店街支援や人材育成などに携わりな
がら、人が学び合い成長する場をつくり、まちづく
りの研究を行ってきました。これからは学生の皆さ
んと自治体や地域に足を運び、公務人材の育成や地
域づくりをテーマに、松本・信州の魅力を共に考え
学びを深めていきます。どうぞよろしくお願いします。

観光ホスピタリティ学科
准教授
助川 達也
【専門分野】地方自治／まちづくり／ 
人材育成
【略歴】茨城県／東京大学大学院工学系
研究科修了

　4月より健康栄養学科に着任いたしました。前
職では主にヒトの消化器系と腸内細菌叢との相互
作用について教育・研究を行っていました。食と健
康の基盤となるヒトの体についての学修を少しで
もわかりやすく進めていきたいと思っております。
どうぞよろしくお願いいたします。

長野県の水・植物資源を
研究していきます

健康栄養学科
教授
川久保 雅友
【専門分野】生物資源学 (植物、環境)
【略歴】信州大学大学院理学研究科  
修士課程修了／博士 (医学)  
信州大学医学部分子病理学教室講師

学生とともに学ぶ 公務人材の育成と地域づくり

　中学生の頃に抱いた「人間の身体って本当に面
白いなぁ」という興味関心を原点に、研究、医療機
関やスポーツ現場での専門職としての活動、教
育、自身のスポーツ活動に取り組んでいます。これ
からも「学びの先に人がいる」を大切に、信州松本
の地で教育・研究活動に励んでまいります。

スポーツ健康学科
専任講師
安達 玄
【専門分野】スポーツ医科学／スポーツ整
形外科学／アスレティックトレーニング学
【略歴】早稲田大学大学院スポーツ科学研究科博士後
期課程修了／博士(スポーツ科学)／早稲田大学スポーツ
科学研究センター／東洋大学健康スポーツ科学部助教

　研究室から臨む山々の美しさに畏怖を感じる毎
日です。心理学で「畏怖」は、論理的で分析的な思
考や、利他的行動を促し、健康さえも増進すること
が確認されています。これほど豊かな環境で、温
かなスタッフと共に、熱意と活気に満ちた学生の
知的探究をサポートできることを光栄に思います。
ご指導のほどよろしくお願い申しあげます。

学校教育学科
専任講師
松尾 藍
【専門分野】社会心理学／産業・組織心理学
【略歴】筑波大学大学院人間総合科学研
究科博士前期課程修了／北陸学院大学
社会学部講師／筑波大学働く人への心
理支援開発研究センター客員研究員

　専門は風景計画学で、地域の自然や文化を読み
解き、観光まちづくりに活かす研究・教育に取り組
んでいます。また音楽活動も行っており、「楽・
岳・学」が重なる松本の地で教育・研究・地域づく
りに携われることに大きな喜びを感じております。
松本大学の使命である地域振興と地域文化の発
展に資する人材の育成に向け、精進してまいります。

松本の地で、地域とともに

観光ホスピタリティ学科
専任講師
山島 有喜
【専門分野】風景計画学／造園学
【略歴】東京大学大学院農学生命科学研
究科森林科学専攻博士課程修了／ 
博士（農学）／國學院大學観光まちづく
り学部助手

　私はこれまで会計教育に携わる中で、人の心を
動かすのは理屈ではなく、それを支える情熱である
と実感してまいりました。高い熱量をもって物事に
取り組む姿は、時に言葉を超えて人を前へと進ま
せる原動力になると確信しております。教員として
歩む道の先で、誰かの人生に灯りをともすような働
きができるよう、日々研鑽を重ね、職務に取り組
んでまいります。

学びと情熱の架け橋として

学びの先に人がいる 豊かな自然と、健康な心

松商短期大学部  商学科
専任講師
岩田 生粋
【専門分野】会計学
【略歴】関西大学大学院会計研究科  
会計人養成専攻修了／  
会計修士（専門職）

学生とともに成長
［ 専任職員 ］

　学生課に配属となりま
した、小島瑠生と申しま
す。名古屋での学生生活

の経験を活かし、主に梓乃森祭や学友会などの各
行事を通して、学生とともに精進し、成長していく
所存です。大学職員の勤務が初めてということ
で、至らぬ点もあるかと存じますが、学生のことを
第一に、努めてまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

学生課　主事

小島 瑠生

保健師着任のご挨拶

　健康安全センターに配
属となりました保健師の
西谷美香と申します。松本

生まれ、松本育ちです。教育分野での勤務は初め
てとなりますが、これまで培った経験を活かし、皆
さまを健康面から支えていけるよう努めてまいり
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

健康安全センター　主事

西谷 美香

着任のご挨拶
［ 法人内移動 ］

　このたび、法人事務局に
て2年間勤務した後、管理
課に異動してまいりました。

以前にも管理課での勤務経験があり、改めて本学の
運営に携われることをうれしく思っております。これ
までの経験を生かし、皆さまのお役に立てるよう努
めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

管理課　課長補佐

百瀬 貴之

異動のご挨拶

　このたび人事異動により、
教務課に着任いたしまし
た。至らぬ点が多々あるか

と存じますが、早く職務に慣れ、円滑な業務運営に
貢献できるよう努めてまいります。何卒ご指導ご
鞭撻のほど、よろしくお願い申しあげます。

教務課　主事

田中 あずさ

着任のご挨拶

　2026年1月に中途採用
として入職いたしました。
新しい環境の中で、周りの

方々に支えていただきながら過ごしております。至
らぬ点も多くございますが、松本大学の一員とし
て誠実に努力してまいります。今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。

入試広報室　主事

佐藤 真理

■ 学長  清水　一彦
■ 副学長  増尾　　均
■ 副学長  根本　賢一
■ 副学長  金子　能呼
■ 総合経営学部
　学　部　長  清水　聡子
　総合経営学科長 古川　智史
　観光ホスピタリティ学科長  今村　篤史
■ 人間健康学部
　学　部　長  山田　一哉
　健康栄養学科長  福島　智子
　スポーツ健康学科長  齊藤　　茂
■ 教育学部
　学　部　長  秋田　　真
　学校教育学科長  和田　順一
■ 松商短期大学部
　学　部　長  矢野口　聡
　商学科長  川島　　均
　経営情報学科長  浜崎　　央
■ 大学院健康科学研究科
　健康科学研究科長  山田　一哉

■ 大学院総合経営研究科
　総合経営研究科長  室谷　　心
■ 管理部門
　全学協議会議長  清水　一彦
　全学運営会議長  清水　一彦
　内部質保証室長  清水　一彦
　健康安全センター運営委員長  清水　裕晶
　衛生委員長  西澤　芳浩
　人権委員長 黒川　　優
　施設管理運営委員長  西澤　芳浩
　危機管理委員長  根本  賢一
■ 入試広報部門
　全学入試・広報委員長  金子　能呼
　アドミッション・オフィス運営委員長  中村　礼二
　大学入学共通テスト実施委員長  河野　史倫
■ 研究推進管理部門
　地域防災科学研究所運営会議長  尻無浜博幸
　研究推進委員長  山田　一哉
　研究ｲﾝﾃｸﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員長  増尾　　均
　研究倫理委員長  増尾　　均

■ 地域連携部門
　地域力創造委員長  矢﨑　　久
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長  上野　隆幸
■ 学生センター部門
　全学教務委員長  古川　智史
　教職センター運営委員長  吉原　　寛
　情報センター運営委員長  木下　貴博
　図書館運営委員長  増尾　　均
　国際交流センター運営委員長  糸井　重夫
　全学就職委員長  岩間　英明
　全学学生委員長  佐藤茂太郎
　障がい学生支援会議長  佐藤茂太郎
■ 大学事務局
　大学事務局長 西澤　芳浩
　総務部長 坂内　浩三
　管理課長補佐 百瀬　貴之
　地域連携課長補佐 丸山　勝弘
　入試広報室長 中村　礼二
　教務課長 伊藤　　健
　学生センター長・学生課長 山本　由紀
　情報センター・図書館課長 松島　大樹

＜教　員＞
　健康栄養学科 教　　授 川久保雅友
　健康栄養学科 教　　授 清水　裕晶
　観光ホスピタリティ学科 准  教  授 助川　達也
　観光ホスピタリティ学科 専任講師 山島　有喜
　スポーツ健康学科 専任講師 安達　　玄
　学校教育学科 専任講師 松尾　　藍
　商学科 専任講師 岩田　生粋
＜職　員＞
　学生課　 主事 小島　瑠生
　健康安全センター 主事 西谷　美香
　入試広報室 主事 佐藤　真理

2026年度の運営体制

新任者

男女同権教育は小学生の社会的平等意識を改善するか：潜在連想テストを用いた検証
教育学部 学校教育学科　秋田 真 教授
○期間：令和 5年度（2023）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

心の健康問題を抱える高校生への多職種協働支援 －教育現場における早期介入に向けて－
人間健康学部 スポーツ健康学科　有賀 美恵子 教授
○期間：令和 3年度（2021）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

松本尋常小学校（旧開智学校）の国語科授業の実態解明
教育学部 学校教育学科　上月 康弘 准教授
○期間：令和 6年度（2024）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

パーソナリティに関する暗黙理論が適応指標に与える影響
教育学部 学校教育学科　海沼 亮 専任講師
○期間：令和 6年度（2024）～令和 9(2027) 年度（3年目）

自己調整を促す対話的地球温暖化学習プログラムの指定と南極教材の開発
教育学部 学校教育学科　澤柿 教淳 教授
○期間：令和 6年度（2024）～令和 10(2028) 年度（3年目）

中小同族経営者にみるタイプ別収益力比較と能力醸成の条件 －長野県清酒業を通じて－
大学院 総合経営研究科　兼村 智也 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度（2年目）

移民ケアラーと「家族」の境界 －イタリアにおける介護と看取りの調査から
大学院 健康科学研究科　福島 智子 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 11(2029) 年度（2年目）

セレン輸送タンパク質の受容体認識とその調節機構
大学院 健康科学研究科　黒川 優 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度（2年目）

アルペンスキー滑走動作のバイオメカニクス的研究
人間健康学部 スポーツ健康学科　吉田 陽平 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 10(2028) 年度（2年目）

へき地の教育条件整備に関する地域実証的研究
教育学部 学校教育学科　御代田 桜子 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 10(2028) 年度（2年目）

多国籍企業の子会社で働くローカル・マネージャーによる二重埋め込みのマネジメント
総合経営学部 総合経営学科　小野 香織 准教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

文化財と空間の関係に着目した遺跡整備研究：「遺跡空間学」の開拓に向けて
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　脇園 大史 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 8(2026) 年度（最終年度）

社会的接触の最適化に必要なエネルギーコストの予測が対人距離の知覚に及ぼす効果
教育学部 学校教育学科　松尾 藍 専任講師
○期間：令和 6年度（2024）～令和 9（2027）年度（3年目）

発育期野球選手における胸椎伸展可動性と投球肩障害の関連性の解明
人間健康学部 スポーツ健康学科　安達 玄 専任講師
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9（2027）年度（2年目）

SMRTが肝臓内レチノイド代謝に及ぼす効果及びその肥満抑制機序の解明と治療応用
人間健康学部 健康栄養学科　清水 裕晶 教授
○期間：令和 7年度（2025）～令和 9(2027) 年度

学校組織における心理的安全性を醸成するリーダーのライフストーリー研究
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　後小路 正人 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

心の健康問題を持つ定時制高校生徒への多職種協働支援・教育現場の早期介入を目指して
人間健康学部 スポーツ健康学科　有賀 美恵子 教授
○期間：令和 8年度（2026）～令和 12(2030) 年度（新規）

高校生の英語ライティング評価における機能的適切さルーブリック使用の妥当性検証
教育学部 学校教育学科　菊原 健吾 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

算数障害児の早期支援のための一斉指導による加減算の系統的な指導プロクラムの効果
教育学部 学校教育学科　山本 ゆう 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 10(2028) 年度（新規）

屋上に存在する寺社の社会的中心性と継承のあり方に関する研究
総合経営学部 観光ホスピタリティ学科　山島 有喜 専任講師
○期間：令和 8年度（2026）～令和 10(2028) 年度（新規）

市場規律が有効に機能する預金保険制度改革
松商短期大学部 経営情報学科　飯塚 徹 教授
○期間：令和 8年度（2026）～令和 11(2029) 年度（新規）

未病期から進行する骨格筋老化を駆動する“遺伝子基盤形成”メカニズムの解明
大学院 健康科学研究科　丸山 翔 （特別研究員）
○期間：令和 8年度（2026）～令和 9(2027) 年度（新規）
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事業活動支出の概要

事業活動収入の部門別内訳

事業活動収入の概要

事業活動収支の活動別内訳

事業活動支出
5,612,253

事業活動収入
5,542,146

事業活動収入
5,542,146

事業活動収入
5,542,146
事業活動支出
5,612,253

人件費
2,977,480
53%

松本大学
2,903,670
52%

学生生徒等納付金
3,721,525
67%

経常費等補助金
1,353,518
25%

手数料
65,474
1%

寄付金
50,495
1%

教育研究経費
1,991,701
36%

松商学園高等学校
1,436,426
26%

松本大学松商短期大学部
531,179
10%

管理経費
439,148　8%

教育活動支出
5,408,330
96%

教育活動収入
5,494,440
99%

教育活動収入
5,494,440

教育活動支出
5,408,330

特別支出
203,428　4%

その他の特別支出
194,999　3%

資産処分差額
8,428　0%

教育活動外支出
494　0%

特別収入
22,720　0%

教育活動外収入
24,985　1%

基本金組入前
当年度収支差額
70,107

特別支出
203,428

教育活動外支出
494

法人
29,121　0%

松本秀峰中等教育学校
641,748　12%

その他の特別収入
22,720　0%

受取利息・配当金
24,985　1%

雑収入
177,183　3%

付随事業収入
126,242　2%

特別収入
22,720

教育活動外収入
24,985

借入金等利息
494　0%

1. 決算のポイント
　• 皆さまからの大切な学費（学生生徒等納付金：3,721,525千円）

は、質の高い授業やクラブ活動、施設充実に惜しみなく投入していま
す。一方で経費の効率化を徹底し、教育活動収支差額は86,109千
円の収入超過となりました。

　• 今年度も大型バスの更新をはじめとして「現役生の満足度」に直結
する様々な教育環境改善へ優先的に資金を投入しました。

　• 将来の校舎改修等に備えて特定資産への繰り入れ（897,989千
円）を行いました。卒業後も大切な母校が何十年先まで変わらず在
り続けるため、将来に備えた資金を確保し、財政基盤を確固たるも
のにしています。 

　• 不測の事態にも迅速に対応し、日々の運営を円滑に継続するため、翌
年度繰越支払資金は2,919,966千円の高い水準を維持しています。

2. 今後について
　学園は、2026年度からの5年間を見据えた「第3次中期計画」を策定
いたしました。これからも学生・保護者の皆さまに「この学校を選んで本
当に良かった」と実感していただける教育を実践するとともに、地域に深
く根ざし、決して揺らぐことのない永続的な経営基盤を維持してまいりま
す。今後とも変わらぬご支援をお願い申しあげます。

（松本大学事務局長 西澤 芳浩） 

　保護者・ステークホルダーの皆さまには、平素より当法人の教育活動に
多大なるご支援を賜り、心より御礼申しあげます。 
　少子化が進む厳しい状況の中で、本年度も定員を上回る多くの学生・生
徒にご入学いただくことにより学費等の主要財源を確保し、本業の採算性
を示す「教育活動収支」および「経常収支」のいずれも収入超過となる健
全で安定した運営を行うことができました。

貸借対照表の構成（前年対比）
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2,000,000

4,000,000

6,000,000
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10,000,000
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14,000,000

16,000,000
（単位：千円）

その他の固定資産
1,185,129 

その他の固定資産
1,111,196 

有形固定資産
10,642,351 

特定資産 433,045
特定資産
1,331,279 

純資産
基本金
+

繰越収支差額
14,329,905

純資産
基本金
+

繰越収支差額
14,400,012

固定負債 523,461

流動負債
1,156,678

固定負債 516,728

流動負債
1,018,215

流動資産
3,674,431

流動資産
3,158,789

有形固定資産
10,408,780

前年度末 令和7年度末 前年度末令和7年度末

［ 学校法人松商学園  ］202５（令和7）年度 決算のご報告

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年3回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 年３回
短大部 － 3 －
学　部 － 6 －

３　級 年３回
短大部 － 28 －
学　部 － 6 －

全経簿記検定試験

１級総合 年4回
短大部 － 1 －
学　部 － 0 －

１級会計 年4回
短大部 5 2 40.0%
学　部 0 0 0.0%

１級工簿 年4回
短大部 5 4 80.0%
学　部 0 0 0.0%

２級商業 年4回
短大部 34 27 79.4%
学　部 0 0 0.0%

２級工簿 年4回
短大部 31 27 87.1%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年4回
短大部 103 65 63.1%
学　部 0 0 0.0%

ＩＴパスポート

年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 8 －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回
短大部 9 6 66.7%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 66 51 77.3%
学　部 60 43 71.7%

準１級 年４回
短大部 4 2 50.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 70 63 90.0%
学　部 76 66 86.8%

準２級 年４回
短大部 2 0 0.0%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年４回
短大部 26 26 100.0%
学　部 4 4 100.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回
短大部 51 46 90.2%
学　部 2 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 1 1 100.0%
学　部 1 1 100.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回
短大部 59 48 81.4%
学　部 12 11 91.7%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 10 9 90.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 9 3 33.3%
学　部 2 0 0.0%

準１級 年４回
短大部 18 7 38.9%
学　部 2 2 100.0%

２　級 年４回
短大部 25 21 84.0%
学　部 9 6 66.7%

準２級 年４回
短大部 30 19 63.3%
学　部 29 14 48.3%

３　級 年４回
短大部 31 27 87.1%
学　部 16 14 87.5%

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 2 2 100.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 7 6 85.7%

Microsoft Offi  ce Specialist

Word
短大部 － 30 －
学　部 － 1 －

Excel
短大部 － 36 －
学　部 － 0 －

Powerpoint
短大部 － 31 －
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

ビジネス実務マナー検定

3　級 年２回
短大部 33 20 60.6%
学　部 0 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

サービス接遇検定試験

2　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%
色彩検定試験

２　級 年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 年２回
短大部 － 7 －
学　部 － 0 －

調剤薬局事務検定試験

年1回
短大部 3 3 100.0%
学　部 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回
短大部 30 30 100.0%
学　部 0.0%

福祉住環境コーディネーター

３　級 年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 10 －

医療事務検定試験

年１回
短大部 47 47 100.0%
学　部 4 4 100.0%

レセプト点検業務技能検定試験

年１回
短大部 27 27 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

２級学科 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

２級実技 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

３級総合 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

３級学科 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

３級実技 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

宅地建物取引主任者
学　部 － 3 －
証券外務員

一種
短大部 － 1 －
学　部 － 2 －

二種
短大部 － 1 －
学　部 － 1 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 2 －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 7 －

販売士検定試験

１　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

第一種衛生管理者
学　部 － 99 －

健康運動指導士
年2回 学部 18 13 72.2%
健康運動実践指導者

年１回 学　部 12 7 58.3%

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

レクリエーション・インストラクター
学　部 － 0 －

レクリエーション・コーディネーター
年１回 学　部 0 0 －

スポーツ・レクリエーション指導者
学　部 － 1 －

スポーツ指導者
学　部 － 3 －

パラスポーツ指導員
初　級 学　部 － 8 －
中　級 学　部 － 6 －

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
学　部 9 9 100.0%

フードスペシャリスト
年１回 学　部 25 25 100.0%

専門フードスペシャリスト（食品開発）資格
年１回 学　部 8 3 37.5%

専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格
年１回 学　部 2 2 100.0%

管理栄養士
年１回 学　部 65 50 76.9%

栄養士
学　部 － 73 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
学　部 － 11 －

フードコーディネーター
学　部 － 13 －

健康食品管理士
年２回 学部 3 3 100.0%

ＨＡＣＣＰ管理者
学　部 － 19 －
高等学校教諭

一種（公民） 学　部 － 3 －
一種（地理歴史） 学　部 － 0 －
一種（情報） 学　部 － 0 －
一種（商業） 学　部 － 1 －
一種（英語） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 27 －
一種（保健） 学　部 － 4 －

中学校教諭
一種（社会） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 27 －
一種（保健） 学　部 － 4 －
一種（英語） 学　部 － 3 －
二種（保健体育） 学　部 － 0 －
二種（社会） 学　部 － 4 －

小学校教諭
一　種 学　部 － 45 －
二　種 学　部 － 1 －

特別支援学校教諭（知・肢・病）
一　種 学　部 － 15 －

養護教諭
一　種 学　部 － 12 －

栄養教諭
一　種 学　部 － 2 －

司書教諭
学　部 － 12 －
社会福祉士

年１回 学　部 8 5 62.5%
社会教育士
学　部 － 12 －
学芸員
学　部 － 9 －

産業カウンセラー
年１回 学　部 7 2 28.6%

防災士
年１回 学　部 － 47 －

図書館司書
短大部 － 8 －
学　部 － 1 －
准学校心理士
学　部 － 7 －

　本学では、さまざまな技能検定試験や資格取得試験をサポートしています。各学科のカリキュラムに
より、受験または資格取得となる専門的な資格も多数あり、学生たちも積極的にチャレンジしていま
す。資格取得がゴールではなく、身につけた知識やスキルを生かして、地域社会で活躍できる人材に成長
してもらいたいと考えています。

2025年度 各種検定試験及び資格取得試験の受験状況

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。
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事業活動支出の概要

事業活動収入の部門別内訳

事業活動収入の概要

事業活動収支の活動別内訳

事業活動支出
5,612,253

事業活動収入
5,542,146

事業活動収入
5,542,146

事業活動収入
5,542,146
事業活動支出
5,612,253

人件費
2,977,480
53%

松本大学
2,903,670
52%

学生生徒等納付金
3,721,525
67%

経常費等補助金
1,353,518
25%

手数料
65,474
1%

寄付金
50,495
1%

教育研究経費
1,991,701
36%

松商学園高等学校
1,436,426
26%

松本大学松商短期大学部
531,179
10%

管理経費
439,148　8%

教育活動支出
5,408,330
96%

教育活動収入
5,494,440
99%

教育活動収入
5,494,440

教育活動支出
5,408,330

特別支出
203,428　4%

その他の特別支出
194,999　3%

資産処分差額
8,428　0%

教育活動外支出
494　0%

特別収入
22,720　0%

教育活動外収入
24,985　1%

基本金組入前
当年度収支差額
70,107

特別支出
203,428

教育活動外支出
494

法人
29,121　0%

松本秀峰中等教育学校
641,748　12%

その他の特別収入
22,720　0%

受取利息・配当金
24,985　1%

雑収入
177,183　3%

付随事業収入
126,242　2%

特別収入
22,720

教育活動外収入
24,985

借入金等利息
494　0%

1. 決算のポイント
　• 皆さまからの大切な学費（学生生徒等納付金：3,721,525千円）

は、質の高い授業やクラブ活動、施設充実に惜しみなく投入していま
す。一方で経費の効率化を徹底し、教育活動収支差額は86,109千
円の収入超過となりました。

　• 今年度も大型バスの更新をはじめとして「現役生の満足度」に直結
する様々な教育環境改善へ優先的に資金を投入しました。

　• 将来の校舎改修等に備えて特定資産への繰り入れ（897,989千
円）を行いました。卒業後も大切な母校が何十年先まで変わらず在
り続けるため、将来に備えた資金を確保し、財政基盤を確固たるも
のにしています。 

　• 不測の事態にも迅速に対応し、日々の運営を円滑に継続するため、翌
年度繰越支払資金は2,919,966千円の高い水準を維持しています。

2. 今後について
　学園は、2026年度からの5年間を見据えた「第3次中期計画」を策定
いたしました。これからも学生・保護者の皆さまに「この学校を選んで本
当に良かった」と実感していただける教育を実践するとともに、地域に深
く根ざし、決して揺らぐことのない永続的な経営基盤を維持してまいりま
す。今後とも変わらぬご支援をお願い申しあげます。

（松本大学事務局長 西澤 芳浩） 

　保護者・ステークホルダーの皆さまには、平素より当法人の教育活動に
多大なるご支援を賜り、心より御礼申しあげます。 
　少子化が進む厳しい状況の中で、本年度も定員を上回る多くの学生・生
徒にご入学いただくことにより学費等の主要財源を確保し、本業の採算性
を示す「教育活動収支」および「経常収支」のいずれも収入超過となる健
全で安定した運営を行うことができました。

貸借対照表の構成（前年対比）
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その他の固定資産
1,185,129 

その他の固定資産
1,111,196 

有形固定資産
10,642,351 

特定資産 433,045
特定資産
1,331,279 

純資産
基本金
+

繰越収支差額
14,329,905

純資産
基本金
+

繰越収支差額
14,400,012

固定負債 523,461

流動負債
1,156,678

固定負債 516,728

流動負債
1,018,215

流動資産
3,674,431

流動資産
3,158,789

有形固定資産
10,408,780

前年度末 令和7年度末 前年度末令和7年度末

［ 学校法人松商学園  ］202５（令和7）年度 決算のご報告

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年3回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 年３回
短大部 － 3 －
学　部 － 6 －

３　級 年３回
短大部 － 28 －
学　部 － 6 －

全経簿記検定試験

１級総合 年4回
短大部 － 1 －
学　部 － 0 －

１級会計 年4回
短大部 5 2 40.0%
学　部 0 0 0.0%

１級工簿 年4回
短大部 5 4 80.0%
学　部 0 0 0.0%

２級商業 年4回
短大部 34 27 79.4%
学　部 0 0 0.0%

２級工簿 年4回
短大部 31 27 87.1%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年4回
短大部 103 65 63.1%
学　部 0 0 0.0%

ＩＴパスポート

年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 8 －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回
短大部 9 6 66.7%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 66 51 77.3%
学　部 60 43 71.7%

準１級 年４回
短大部 4 2 50.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 70 63 90.0%
学　部 76 66 86.8%

準２級 年４回
短大部 2 0 0.0%
学　部 1 1 100.0%

３　級 年４回
短大部 26 26 100.0%
学　部 4 4 100.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回
短大部 51 46 90.2%
学　部 2 0 0.0%

２　級 年４回
短大部 1 1 100.0%
学　部 1 1 100.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回
短大部 59 48 81.4%
学　部 12 11 91.7%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 10 9 90.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

１　級 年４回
短大部 9 3 33.3%
学　部 2 0 0.0%

準１級 年４回
短大部 18 7 38.9%
学　部 2 2 100.0%

２　級 年４回
短大部 25 21 84.0%
学　部 9 6 66.7%

準２級 年４回
短大部 30 19 63.3%
学　部 29 14 48.3%

３　級 年４回
短大部 31 27 87.1%
学　部 16 14 87.5%

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 2 2 100.0%

２　級 年４回
短大部 0 0 0.0%
学　部 7 6 85.7%

Microsoft Offi  ce Specialist

Word
短大部 － 30 －
学　部 － 1 －

Excel
短大部 － 36 －
学　部 － 0 －

Powerpoint
短大部 － 31 －
学　部 － 0 －

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

ビジネス実務マナー検定

3　級 年２回
短大部 33 20 60.6%
学　部 0 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

３　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%

サービス接遇検定試験

2　級 年２回
短大部 0 0 0.0%
学　部 0 0 0.0%
色彩検定試験

２　級 年２回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 年２回
短大部 － 7 －
学　部 － 0 －

調剤薬局事務検定試験

年1回
短大部 3 3 100.0%
学　部 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回
短大部 30 30 100.0%
学　部 0.0%

福祉住環境コーディネーター

３　級 年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 10 －

医療事務検定試験

年１回
短大部 47 47 100.0%
学　部 4 4 100.0%

レセプト点検業務技能検定試験

年１回
短大部 27 27 100.0%
学　部 0 0 0.0%

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

２級学科 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

２級実技 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 1 －

３級総合 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

３級学科 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

３級実技 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 4 －

宅地建物取引主任者
学　部 － 3 －
証券外務員

一種
短大部 － 1 －
学　部 － 2 －

二種
短大部 － 1 －
学　部 － 1 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年1回
短大部 － 0 －
学　部 － 2 －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回
短大部 － 0 －
学　部 － 7 －

販売士検定試験

１　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

２　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

３　級 随時
短大部 － 0 －
学　部 － 0 －

第一種衛生管理者
学　部 － 99 －

健康運動指導士
年2回 学部 18 13 72.2%
健康運動実践指導者

年１回 学　部 12 7 58.3%

区　分 実施
回数 学部 受験

者数
合格
者数 合格率％

レクリエーション・インストラクター
学　部 － 0 －

レクリエーション・コーディネーター
年１回 学　部 0 0 －

スポーツ・レクリエーション指導者
学　部 － 1 －

スポーツ指導者
学　部 － 3 －

パラスポーツ指導員
初　級 学　部 － 8 －
中　級 学　部 － 6 －

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
学　部 9 9 100.0%

フードスペシャリスト
年１回 学　部 25 25 100.0%

専門フードスペシャリスト（食品開発）資格
年１回 学　部 8 3 37.5%

専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）資格
年１回 学　部 2 2 100.0%

管理栄養士
年１回 学　部 65 50 76.9%

栄養士
学　部 － 73 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
学　部 － 11 －

フードコーディネーター
学　部 － 13 －

健康食品管理士
年２回 学部 3 3 100.0%

ＨＡＣＣＰ管理者
学　部 － 19 －
高等学校教諭

一種（公民） 学　部 － 3 －
一種（地理歴史） 学　部 － 0 －
一種（情報） 学　部 － 0 －
一種（商業） 学　部 － 1 －
一種（英語） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 27 －
一種（保健） 学　部 － 4 －

中学校教諭
一種（社会） 学　部 － 3 －
一種（保健体育） 学　部 － 27 －
一種（保健） 学　部 － 4 －
一種（英語） 学　部 － 3 －
二種（保健体育） 学　部 － 0 －
二種（社会） 学　部 － 4 －

小学校教諭
一　種 学　部 － 45 －
二　種 学　部 － 1 －

特別支援学校教諭（知・肢・病）
一　種 学　部 － 15 －

養護教諭
一　種 学　部 － 12 －

栄養教諭
一　種 学　部 － 2 －

司書教諭
学　部 － 12 －
社会福祉士

年１回 学　部 8 5 62.5%
社会教育士
学　部 － 12 －
学芸員
学　部 － 9 －

産業カウンセラー
年１回 学　部 7 2 28.6%

防災士
年１回 学　部 － 47 －

図書館司書
短大部 － 8 －
学　部 － 1 －
准学校心理士
学　部 － 7 －

　本学では、さまざまな技能検定試験や資格取得試験をサポートしています。各学科のカリキュラムに
より、受験または資格取得となる専門的な資格も多数あり、学生たちも積極的にチャレンジしていま
す。資格取得がゴールではなく、身につけた知識やスキルを生かして、地域社会で活躍できる人材に成長
してもらいたいと考えています。

2025年度 各種検定試験及び資格取得試験の受験状況

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。
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総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者109人／就職希望者110人）

99.1％就職率 100％就職率 100％就職率 98.1％就職率

（就職者95人／就職希望者95人） （就職者75人／就職希望者75人） （就職者102人／就職希望者104人）

商学科・経営情報学科

96.1％就職率

（就職者147人／就職希望者153人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者47人／就職希望者47人）

教員
38名

公務員 1名
その他 3名

企業等
8名

長野県内への就職率（2025年度卒業生）

大　学 短　大

（315人／428人）
県内就職者　 就職者

（132人／147人）
県内就職者　 就職者

73.6% 89.8%

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱岩野商会 1
セキスイハイム信越㈱ 3
タクトホーム㈱ 1
タマホーム㈱ 1
㈱トラスト 1
㈱フクザワコーポレーション 1
㈱マナテック 1
㈱村瀬組 1
㈱ヤマウラ 1

小計 11

製造

赤田工業㈱ 1
㈱キッツ 1
㈱キッツメタルワークス 1
クリエイティブワース㈱ 1
CREST PRECISION㈱ 1
㈱桜井甘精堂 1
サン工業㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 1
㈱鈴木 1
太陽工業㈱ 2
高島産業㈱ 1
㈱ダイシン 2
TPR㈱ 1
東洋技研㈱ 1
日本電子㈱ 1
日本電熱㈱ 1
㈱マクシスエンジニアリング 1
マルヤス機械㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 3
㈱ヤツレン 1
㈱八幡屋礒五郎 1
㈱ライト光機製作所 1

小計 26
電気・ガス・熱供給・水道 松本ガス㈱ 1
小計 1

情報通信

㈱Wiz 1
キヤノンITソリューションズ㈱ 1
㈱グローバルネットコア 1
中部テレコミュニケーション㈱ 1
㈱テレビ松本ケーブルビジョン 1
ネクストリンクス㈱ 1
㈱ピーエスシー 1

小計 7
運輸・郵便 アルピコ交通㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

㈱R&Cながの青果 1
㈱アバハウスインターナショナル 1
いすゞ自動車中部㈱ 1
㈱井田コーポレーション 1
㈱エーワンオートイワセ 1
㈱縁 1
エヌシーシー㈱ 1
㈱エラン 1
ケント照明㈱ 1
㈱小泉中部 1
㈱甲信マツダ 1
高沢産業㈱ 1
㈱ツルヤ 2
トヨタUグループ 1
トライアン㈱ 1
長野日産自動車㈱ 1
鍋林㈱ 2
㈱西源 1
㈱ニトリ 1
船昌商事㈱ 1
ブックオフコーポレーション㈱ 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
㈱マツモトキヨシ甲信越販売 1
丸井産業㈱ 1
リコージャパン㈱ 1
㈱レッドバロン 1
㈱綿半ホームエイド 1

小計 29

金融
・
保険

アルプス中央信用金庫 1
松本信用金庫 2
長野県信用組合 2
長野県労働金庫 2
長野信用金庫 1
長野證券㈱ 1
飯田信用金庫 1

小計 10

不動産・物品賃貸 ㈱センデン 2
㈱プレサンスコーポレーション 1

小計 3
専門・技術サービス 税理士法人成迫会計事務所 1
小計 1

宿泊・飲食サービス 扉ホールディングス㈱ 1
小計 1
生活関連
サービス

㈲クリート藤田 1
フィットイージー㈱ 1

小計 2
教育・学習支援 ㈱イトマンスイミングスクール 1
小計 1

医療・福祉 こばやし内科クリニック 1
社会医療法人抱生会 丸の内病院 1

小計 2

複合サービス
事業

上伊那農業協同組合 1
長野県農業共済組合 1
ながの農業協同組合 2
長野八ヶ岳農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

小計 6
その他の
サービス

㈱フロンティア・スピリット 1
パーソルファクトリーパートナーズ㈱ 1

小計 2

公務

岡谷市役所 1
塩尻市役所 1
自衛隊長野地方協力本部 1
下諏訪町役場 1
須坂市役所 1
山形村役場 1

小計 6
就職者合計 109

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱アルプスピアホーム 2
㈱一条工務店 1
三耐保温㈱ 1
セキスイハイム信越（㈱ 1
太陽重機㈲ 1
㈱タカミツ 1
㈱TOSYS 1
長野機材㈱ 1
日本メックス㈱ 1
㈱ヤマウラ 1
林業笠原造園㈱ 1

小計 12

製造

㈱あずみ製作所 1
樫山工業㈱ 1
協和ダンボール㈱ 1
㈱デジタル・スパイス 1
日穀製粉㈱ 1
日精樹脂工業㈱ 1
㈱日本ピスコ 1
フレックスジャパン㈱ 1
マクセルイズミ㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
㈱ロキテクノ 1

小計 11

電気・ガス・
熱供給・水道

岡谷酸素㈱ 1
蒲原ガス㈱ 1
㈱サイサン 1
日本瓦斯㈱ 1

小計 4

情報通信
エヌ・エス・ケイ㈱ 1
TIS長野㈱ 1
ネクストリンクス㈱ 1

小計 3

運輸・郵便 東急バス㈱ 1
長野電鉄㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

イオンリテール㈱ 1
㈱エラン 1
岡野薬品㈱ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
㈱コスモス薬品 1
㈱しまむら 1
生活協同組合コープながの 2
㈱タカチホ 1
㈱高見澤 2
㈱ツルハ 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
長野日産自動車㈱ 1
㈱プラザクリエイト 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
㈱マツザワ 1
㈱マルイチ産商 1
㈱マルニシ 2
㈱メガネのナガタ 1
㈱大和 2
㈱綿半ホームエイド 1

小計 26

金融・保険

飯田信用金庫 1
甲府信用金庫 1
諏訪信用金庫 1
長野県労働金庫 1
長野信用金庫 1
松本信用金庫 1

小計 6
不動産・物品賃貸 ㈱ハリマビステム 1
小計 1

宿泊・
飲食サービス

㈱音羽ノ森 1
クオリティフーズ㈱ 1
扉ホールディングス㈱ 1
㈱長野ホテル犀北館 1
㈱星野リゾート・マネジメント 1

小計 5
生活関連
サービス

㈱共和コーポレーション 1
㈱山梨県民球団 2

小計 3
教育・学習
支援

㈱クラ・ゼミ 1
長野県教育委員会 2

小計 3

医療・福祉

あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1
㈱ケアリッツ・アンド・パートナーズ 1
社会福祉法人中信社会福祉協会 1
社会福祉法人松川村社会福祉協議会 1
社会福祉法人やまなし勤労者福祉会 1
社会福祉法人れんげ福祉会 1

小計 6
複合サービス
事業

グリーン長野農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

小計 2

その他の
サービス

アース環境サービス㈱ 1
アステック㈱） 1
㈱グレート長野 1
㈱サニクリーン甲信越 1
㈱スリール 1
㈱テクノジャパン 1
長野商工会議所 1

小計 7

公務

安曇野市役所 1
岡谷市役所 1
松本広域消防局 1
松本市役所 1

小計 4
就職者合計 95

産業分類 就 職 先 計

建設
㈱トラスト 1

㈱嶺水 1

小計 2

製造

カイシン工業㈱ 1

群栄化学工業㈱ 1

㈱サンクゼール 3

信州ハム㈱ 2

セントラルパック㈱ 1

㈱デイリーはやしや 2

㈱ポテトデリカ 1

美勢商事㈱ 1

㈲八幡屋礒五郎 2

小計 23

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1

日総工産㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

㈱イッセイミヤケ 1

ウエルシア薬局㈱ 3

河上薬品商事㈱ 1

㈱カワチ薬品 1

㈱クスリのアオキ 5

㈱ケーユーホールディングス 1

サントリービバレッジソリューション㈱ 1

㈱ツルヤ 1

㈲中村屋パン店 1

㈱ナガキュウ 1

ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1

㈱マツモトキヨシ 1

㈱マツモトキヨシ甲信越販売 3

㈱綿半ホームエイド 2

小計 16

宿泊・飲食サービス ㈱フォンス 1

小計 3

生活関連
サービス

㈱アステップ信州 1

エームサービス㈱ 2

㈱EVERYFOOD 1

㈱グリーンハウス 1

㈱デリクックちくま 1

㈱nobitel 1

㈱メフォス 7

小計 14

教育・学習支援 長野県教育委員会 1

小計 1

医療・福祉

あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1

飯田市立病院 1

鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 鹿教湯病院 1

医療法人銀門会 甲州リハビリテーション病院 1

社会福祉法人恵清会 特別養護老人ホーム真寿園 1

社会福祉法人咲くひまわり会 ひまわり保育園 1

医療法人昭伊会 まるやまファミリークリニック 1

信州大学医学部附属病院 1

長野県厚生農業協同組合連合会 下伊那厚生病院 1

長野県厚生農業協同組合連合会 富士見高原病院 1

社会福祉法人博愛会 博愛保育園 1

社会福祉法人ひかりの里 1

小計 12

その他の
サービス

㈱さくらさくみらい 1

TCB東京中央美容外科 1

WDB㈱エウレカ社 1

小計 3

公務

阿智村役場 1

小諸市役所 1

南木曽町役場 1

小計 3

就職者合計 75

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱アルプスピアホーム 1
ELJソーラーコーポレーション㈱ 1
㈱サクセン 1
セキスイハイム信越㈱ 2
タマホーム㈱ 1
㈱日本ハウスホールディングス 1
松澤工業㈱ 1
㈱村瀬組 1
㈱ヤマウラ 1

小計 10

製造

アイリスオーヤマ㈱ 2
信越理研㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 1
太陽工業㈱ 1
大和電機工業㈱ 4
㈱タカゾノ 1
長野森紙業㈱ 1
日本キャタピラー合同会社 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
WashiON㈱ 1

小計 14
電気・ガス・熱供給・水道 ㈱サイサン 1
小計 1

情報通信

AIMHIGH合同会社 1
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
㈱エスアイイー 1
キッセイコムテック㈱ 1
SALES ROBOTICS㈱ 1
㈱ラネット 1

小計 6

運輸・郵便
羽田空港サービス㈱ 1
関東自動車㈱ 1
佐川急便㈱ 1

小計 3

卸売
・
小売

NTPトヨタ信州㈱ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
甲信商事㈱ 1
タカサワ通商㈱ 1
㈱タジマモーターコーポレーション 1
長野日産自動車㈱ 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
丸井産業㈱ 1
㈱マルイチ産商 1
㈱Uホールディングス 1
㈱ヨコハマタイヤジャパン 1
㈱ルーク 1

小計 12

金融
・
保険

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 1
アルプス中央信用金庫 1
㈱かんぽ生命保険 1
興能信用金庫 1
東濃信用金庫 1
長野県信用組合 1
長野県労働金庫 3
松本信用金庫 1

小計 10

宿泊・飲食
サービス

㈱玉扇グローバル 1
炭火焼肉七輪亭 1
㈱星野リゾート・マネジメント 1

小計 3

生活関連
サービス

コナミスポーツ㈱ 1
Hanauer SC 1960 1
㈱フォーチュン 1
別海パイロットスピリッツ 1
松本山雅フットボールクラブ 1
ミズノスポーツサービス㈱ 1

小計 6

教育
・

学習支援

自由の森学園中学校・高等学校 1
東京都教育委員会 2
長野県教育委員会 13
新潟県教育委員会 1

小計 17

医療・福祉

戸田中央メディカルケアグループ 1
㈱ながでんウェルネス 1
医療法人並木会 1
地方独立行政法人長野市民病院 1
㈱福祉ハウスグループ 1

小計 5
複合サービス事業 あづみ農業協同組合 1
小計 1

その他の
サービス

㈱ICAP 1
オイシックス新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ 1
㈱コプロ・ホールディングス 1
㈱サニクリーン甲信越 1
㈱ツナグバ 1
日本スキー場開発㈱ 1
㈱ピーエイ 1
㈱フロンティア・スピリット 1
㈱ベルパーク 1

小計 9

公務

警視庁 1
立科町役場 1
長野県警察 2
松本市役所 1

小計 5
就職者合計 102

２０２５年度 卒業生の進路

進学先一覧
進 学 先 計

進学・留学 木下ユミ・メークアップ＆ネイルアトリエ 長野校 1
上越教育大学 大学院 3

計 進学者合計 4

進学先一覧
進 学 先 計

進学 信州大学 大学院 1
計 進学者合計 1
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総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者109人／就職希望者110人）

99.1％就職率 100％就職率 100％就職率 98.1％就職率

（就職者95人／就職希望者95人） （就職者75人／就職希望者75人） （就職者102人／就職希望者104人）

商学科・経営情報学科

96.1％就職率

（就職者147人／就職希望者153人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者47人／就職希望者47人）

教員
38名

公務員 1名
その他 3名

企業等
8名

長野県内への就職率（2025年度卒業生）

大　学 短　大

（315人／428人）
県内就職者　 就職者

（132人／147人）
県内就職者　 就職者

73.6% 89.8%

産業分類 就 職 先 計

教育・学習支援

埼玉県教育委員会 1

千葉県教育委員会 1

東京都教育委員会 5

長野県教育委員会 20

新潟県教育委員会 6

㈱フーレイ 1

山梨県教育委員会 4

小計 38

情報通信 ㈱テクノプロ テクノプロ・エンジニアリング社 1

小計 1

運輸・郵便 松本空港ターミナルビル㈱ 1

小計 1

卸売
・
小売

岡野薬品㈱ 1

㈱フジテックス 1

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱ 1

小計 3

金融業・保険 諏訪信用金庫 1

小計 1

不動産・物品賃貸 ㈱諏訪貸家アパートセンター 1

小計 1

その他のサービス 真如苑 1

小計 1

公務 自衛隊長野地方協力本部 1

小計 1
就職者合計 47

産業分類 就 職 先 計

建設

浦安工業㈱ 1

金澤工業㈱ 1

㈱TOSYS 1

㈱フクザワコーポレーション 1

ワールド開発工業㈱ 1

小計 6

製造

上松電子㈱ 1

㈱アズミ村田製作所 1

アズビル太信㈱ 1

㈱アルプスツール 1

飯山精器㈱ 1

㈲いろは堂 1

㈱栄光製作所 1

カイシン工業㈱ 1

㈱カイジョー 1

㈱キッツメタルワークス 1

㈱くるまや 1

コモタ㈱ 1

真田KOA㈱ 1

㈱サンコー 4

山洋電気テクノサービス㈱ 1

㈱SIMMTECH GRAPHICS 1

㈱GSユアサ安曇野 2

㈱城南製作所 1

信州ビバレッジ㈱ 1

㈱スヰト 1

セイコーエプソン㈱ 6

セントラルパック㈱ 1

㈱ダイシン 1

TPR㈱ 1

㈱デリカ 1

㈱デンソーエアクール 1

東洋計器㈱ 1

東洋精機工業㈱ 1

DOWAパワーデバイス㈱ 1

㈱ハーモニック・ドライブ・システムズ 2

㈱ハイライト 1

平沢電機㈱ 1

㈱前田製作所 1

マルヤス機械㈱ 3

㈲八幡屋礒五郎 1

㈱ライブウェア 1

小計 48

電気・ガス・熱供給・水道 松本ガス㈱ 1

小計 1

情報通信

㈱アイテク 1

㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 2

㈱SHINKO 1

デジタルデータソリューション㈱ 1

㈱テレビ松本ケーブルビジョン 1

㈱日本ケイテム 1

㈱マーキュリー 1

㈱マイクロテック 松本事業所 1

㈱ラネット 1

小計 10

運輸・
郵便

信州名鉄運輸㈱ 1

日本郵便㈱ 信越支社 1

小計 2

卸売
・
小売

㈱クスリのアオキ 1

㈱小泉中部 3

㈱甲信マツダ 2

㈱国興 1

㈱コメリ 1

㈱タカサワ 1

㈱高見澤 1

中日本メディカルリンク㈱ 1

㈱ツルヤ 3

㈱ティーガイア 1

㈱TSIホールディングス 1

㈱デリシア 1

トヨタモビリティパーツ㈱ 1

産業分類 就 職 先 計

卸売
・
小売

長野日産自動車㈱ 1

㈱ネクステージ 1

㈱ノジマ 1

ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1

㈱FRONTIER 1

㈱BAKE 1

㈲本郷鶏肉 1

丸井産業㈱ 1

㈱メガネのナガタ 1

㈱本久 1

㈱大和 6

㈱ロイヤルオートサービス 1

小計 35

金融
・
保険

諏訪信用金庫 2

長野県労働金庫 1

長野信用金庫 3

富国生命保険相互会社 松本支社 1

松本信用金庫 1

小計 8

不動産・
物品賃貸

東電用地㈱ 1

㈱チンタイバンク 1

小計 2

専門・技術
サービス

税理士法人イツボ 1

MACKコンサルタンツグループ 小林会計事務所 1

小計 2

宿泊・
飲食サービス

えびすや 1

㈱五千尺 1

スターバックスコーヒージャパン㈱ 1

㈱星野リゾート・マネジメント 1

㈱ホテル玉の湯 1

小計 5

生活関連
サービス

㈱エクセル 1

㈱エンディミオン 1

㈲スタジオ・ビーチハウス 1

深志神社 梅風閣 1

㈱フォトスタ・トゥエンティーワン 1

㈱平成観光 1

小計 6

教育・学習支援 ㈱アジマ自動車学校 1

小計 1

医療
・
福祉

かもいクリニック 1

社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 1

㈱ソラスト 1

社会医療法人抱生会 丸の内病院 1

小計 4

複合サービス
事業

大北農業協同組合 1

信州諏訪農業協同組合 1

松本ハイランド農業協同組合 3

みなみ信州農業協同組合 1

小計 6

その他の
サービス

㈱アサヒセキュリティ 1

アステック㈱ 2

㈱ウィルトス 1

㈱エイジェック 松本オフィス 2

㈱カネコ・コーポレーション 1

㈱コプロ・ホールディングス 1

日研トータルソーシング㈱ 1

日本連合警備㈱ 1

㈱フロンティア・スピリット 1

小計 11

公務 長野県警察 1

小計 1
就職者合計 147

編入学・進学先一覧
進 学 先 計

編入学・
進学・
留学先

松本大学 総合経営学部 1

大原ビジネス公務員専門学校 長野校 1

京都橘大学 デジタルメディア学部 通信教育課程 1
計 進学者合計 3

総合経営学科 観光ホスピタリティ学科 健康栄養学科 スポーツ健康学科

（就職者109人／就職希望者110人）

99.1％就職率 100％就職率 100％就職率 98.1％就職率

（就職者95人／就職希望者95人） （就職者75人／就職希望者75人） （就職者102人／就職希望者104人）

商学科・経営情報学科

96.1％就職率

（就職者147人／就職希望者153人）

学校教育学科

100％就職率

（就職者47人／就職希望者47人）

教員
38名

公務員 1名
その他 3名

企業等
8名

長野県内への就職率（2025年度卒業生）

大　学 短　大

（315人／428人）
県内就職者　 就職者

（132人／147人）
県内就職者　 就職者

73.6% 89.8%

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱岩野商会 1
セキスイハイム信越㈱ 3
タクトホーム㈱ 1
タマホーム㈱ 1
㈱トラスト 1
㈱フクザワコーポレーション 1
㈱マナテック 1
㈱村瀬組 1
㈱ヤマウラ 1

小計 11

製造

赤田工業㈱ 1
㈱キッツ 1
㈱キッツメタルワークス 1
クリエイティブワース㈱ 1
CREST PRECISION㈱ 1
㈱桜井甘精堂 1
サン工業㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 1
㈱鈴木 1
太陽工業㈱ 2
高島産業㈱ 1
㈱ダイシン 2
TPR㈱ 1
東洋技研㈱ 1
日本電子㈱ 1
日本電熱㈱ 1
㈱マクシスエンジニアリング 1
マルヤス機械㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 3
㈱ヤツレン 1
㈱八幡屋礒五郎 1
㈱ライト光機製作所 1

小計 26
電気・ガス・熱供給・水道 松本ガス㈱ 1
小計 1

情報通信

㈱Wiz 1
キヤノンITソリューションズ㈱ 1
㈱グローバルネットコア 1
中部テレコミュニケーション㈱ 1
㈱テレビ松本ケーブルビジョン 1
ネクストリンクス㈱ 1
㈱ピーエスシー 1

小計 7
運輸・郵便 アルピコ交通㈱ 1
小計 1

卸売
・
小売

㈱R&Cながの青果 1
㈱アバハウスインターナショナル 1
いすゞ自動車中部㈱ 1
㈱井田コーポレーション 1
㈱エーワンオートイワセ 1
㈱縁 1
エヌシーシー㈱ 1
㈱エラン 1
ケント照明㈱ 1
㈱小泉中部 1
㈱甲信マツダ 1
高沢産業㈱ 1
㈱ツルヤ 2
トヨタUグループ 1
トライアン㈱ 1
長野日産自動車㈱ 1
鍋林㈱ 2
㈱西源 1
㈱ニトリ 1
船昌商事㈱ 1
ブックオフコーポレーション㈱ 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
㈱マツモトキヨシ甲信越販売 1
丸井産業㈱ 1
リコージャパン㈱ 1
㈱レッドバロン 1
㈱綿半ホームエイド 1

小計 29

金融
・
保険

アルプス中央信用金庫 1
松本信用金庫 2
長野県信用組合 2
長野県労働金庫 2
長野信用金庫 1
長野證券㈱ 1
飯田信用金庫 1

小計 10

不動産・物品賃貸 ㈱センデン 2
㈱プレサンスコーポレーション 1

小計 3
専門・技術サービス 税理士法人成迫会計事務所 1
小計 1

宿泊・飲食サービス 扉ホールディングス㈱ 1
小計 1
生活関連
サービス

㈲クリート藤田 1
フィットイージー㈱ 1

小計 2
教育・学習支援 ㈱イトマンスイミングスクール 1
小計 1

医療・福祉 こばやし内科クリニック 1
社会医療法人抱生会 丸の内病院 1

小計 2

複合サービス
事業

上伊那農業協同組合 1
長野県農業共済組合 1
ながの農業協同組合 2
長野八ヶ岳農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

小計 6
その他の
サービス

㈱フロンティア・スピリット 1
パーソルファクトリーパートナーズ㈱ 1

小計 2

公務

岡谷市役所 1
塩尻市役所 1
自衛隊長野地方協力本部 1
下諏訪町役場 1
須坂市役所 1
山形村役場 1

小計 6
就職者合計 109

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱アルプスピアホーム 2
㈱一条工務店 1
三耐保温㈱ 1
セキスイハイム信越（㈱ 1
太陽重機㈲ 1
㈱タカミツ 1
㈱TOSYS 1
長野機材㈱ 1
日本メックス㈱ 1
㈱ヤマウラ 1
林業笠原造園㈱ 1

小計 12

製造

㈱あずみ製作所 1
樫山工業㈱ 1
協和ダンボール㈱ 1
㈱デジタル・スパイス 1
日穀製粉㈱ 1
日精樹脂工業㈱ 1
㈱日本ピスコ 1
フレックスジャパン㈱ 1
マクセルイズミ㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
㈱ロキテクノ 1

小計 11

電気・ガス・
熱供給・水道

岡谷酸素㈱ 1
蒲原ガス㈱ 1
㈱サイサン 1
日本瓦斯㈱ 1

小計 4

情報通信
エヌ・エス・ケイ㈱ 1
TIS長野㈱ 1
ネクストリンクス㈱ 1

小計 3

運輸・郵便 東急バス㈱ 1
長野電鉄㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

イオンリテール㈱ 1
㈱エラン 1
岡野薬品㈱ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
㈱コスモス薬品 1
㈱しまむら 1
生活協同組合コープながの 2
㈱タカチホ 1
㈱高見澤 2
㈱ツルハ 1
㈱ツルヤ 1
㈱デリシア 2
長野日産自動車㈱ 1
㈱プラザクリエイト 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
㈱マツザワ 1
㈱マルイチ産商 1
㈱マルニシ 2
㈱メガネのナガタ 1
㈱大和 2
㈱綿半ホームエイド 1

小計 26

金融・保険

飯田信用金庫 1
甲府信用金庫 1
諏訪信用金庫 1
長野県労働金庫 1
長野信用金庫 1
松本信用金庫 1

小計 6
不動産・物品賃貸 ㈱ハリマビステム 1
小計 1

宿泊・
飲食サービス

㈱音羽ノ森 1
クオリティフーズ㈱ 1
扉ホールディングス㈱ 1
㈱長野ホテル犀北館 1
㈱星野リゾート・マネジメント 1

小計 5
生活関連
サービス

㈱共和コーポレーション 1
㈱山梨県民球団 2

小計 3
教育・学習
支援

㈱クラ・ゼミ 1
長野県教育委員会 2

小計 3

医療・福祉

あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1
㈱ケアリッツ・アンド・パートナーズ 1
社会福祉法人中信社会福祉協会 1
社会福祉法人松川村社会福祉協議会 1
社会福祉法人やまなし勤労者福祉会 1
社会福祉法人れんげ福祉会 1

小計 6
複合サービス
事業

グリーン長野農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

小計 2

その他の
サービス

アース環境サービス㈱ 1
アステック㈱） 1
㈱グレート長野 1
㈱サニクリーン甲信越 1
㈱スリール 1
㈱テクノジャパン 1
長野商工会議所 1

小計 7

公務

安曇野市役所 1
岡谷市役所 1
松本広域消防局 1
松本市役所 1

小計 4
就職者合計 95

産業分類 就 職 先 計

建設
㈱トラスト 1

㈱嶺水 1

小計 2

製造

カイシン工業㈱ 1

群栄化学工業㈱ 1

㈱サンクゼール 3

信州ハム㈱ 2

セントラルパック㈱ 1

㈱デイリーはやしや 2

㈱ポテトデリカ 1

美勢商事㈱ 1

㈲八幡屋礒五郎 2

小計 23

情報通信
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1

日総工産㈱ 1

小計 2

卸売
・
小売

㈱イッセイミヤケ 1

ウエルシア薬局㈱ 3

河上薬品商事㈱ 1

㈱カワチ薬品 1

㈱クスリのアオキ 5

㈱ケーユーホールディングス 1

サントリービバレッジソリューション㈱ 1

㈱ツルヤ 1

㈲中村屋パン店 1

㈱ナガキュウ 1

ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1

㈱マツモトキヨシ 1

㈱マツモトキヨシ甲信越販売 3

㈱綿半ホームエイド 2

小計 16

宿泊・飲食サービス ㈱フォンス 1

小計 3

生活関連
サービス

㈱アステップ信州 1

エームサービス㈱ 2

㈱EVERYFOOD 1

㈱グリーンハウス 1

㈱デリクックちくま 1

㈱nobitel 1

㈱メフォス 7

小計 14

教育・学習支援 長野県教育委員会 1

小計 1

医療・福祉

あづみのうえはらおとなこども歯科医院 1

飯田市立病院 1

鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 鹿教湯病院 1

医療法人銀門会 甲州リハビリテーション病院 1

社会福祉法人恵清会 特別養護老人ホーム真寿園 1

社会福祉法人咲くひまわり会 ひまわり保育園 1

医療法人昭伊会 まるやまファミリークリニック 1

信州大学医学部附属病院 1

長野県厚生農業協同組合連合会 下伊那厚生病院 1

長野県厚生農業協同組合連合会 富士見高原病院 1

社会福祉法人博愛会 博愛保育園 1

社会福祉法人ひかりの里 1

小計 12

その他の
サービス

㈱さくらさくみらい 1

TCB東京中央美容外科 1

WDB㈱エウレカ社 1

小計 3

公務

阿智村役場 1

小諸市役所 1

南木曽町役場 1

小計 3

就職者合計 75

産業分類 就 職 先 計

建設

㈱アルプスピアホーム 1
ELJソーラーコーポレーション㈱ 1
㈱サクセン 1
セキスイハイム信越㈱ 2
タマホーム㈱ 1
㈱日本ハウスホールディングス 1
松澤工業㈱ 1
㈱村瀬組 1
㈱ヤマウラ 1

小計 10

製造

アイリスオーヤマ㈱ 2
信越理研㈱ 1
信州ビバレッジ㈱ 1
太陽工業㈱ 1
大和電機工業㈱ 4
㈱タカゾノ 1
長野森紙業㈱ 1
日本キャタピラー合同会社 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
WashiON㈱ 1

小計 14
電気・ガス・熱供給・水道 ㈱サイサン 1
小計 1

情報通信

AIMHIGH合同会社 1
㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン 1
㈱エスアイイー 1
キッセイコムテック㈱ 1
SALES ROBOTICS㈱ 1
㈱ラネット 1

小計 6

運輸・郵便
羽田空港サービス㈱ 1
関東自動車㈱ 1
佐川急便㈱ 1

小計 3

卸売
・
小売

NTPトヨタ信州㈱ 1
㈱ケーユーホールディングス 1
甲信商事㈱ 1
タカサワ通商㈱ 1
㈱タジマモーターコーポレーション 1
長野日産自動車㈱ 1
㈱ホンダカーズ長野中央 1
丸井産業㈱ 1
㈱マルイチ産商 1
㈱Uホールディングス 1
㈱ヨコハマタイヤジャパン 1
㈱ルーク 1

小計 12

金融
・
保険

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 1
アルプス中央信用金庫 1
㈱かんぽ生命保険 1
興能信用金庫 1
東濃信用金庫 1
長野県信用組合 1
長野県労働金庫 3
松本信用金庫 1

小計 10

宿泊・飲食
サービス

㈱玉扇グローバル 1
炭火焼肉七輪亭 1
㈱星野リゾート・マネジメント 1

小計 3

生活関連
サービス

コナミスポーツ㈱ 1
Hanauer SC 1960 1
㈱フォーチュン 1
別海パイロットスピリッツ 1
松本山雅フットボールクラブ 1
ミズノスポーツサービス㈱ 1

小計 6

教育
・

学習支援

自由の森学園中学校・高等学校 1
東京都教育委員会 2
長野県教育委員会 13
新潟県教育委員会 1

小計 17

医療・福祉

戸田中央メディカルケアグループ 1
㈱ながでんウェルネス 1
医療法人並木会 1
地方独立行政法人長野市民病院 1
㈱福祉ハウスグループ 1

小計 5
複合サービス事業 あづみ農業協同組合 1
小計 1

その他の
サービス

㈱ICAP 1
オイシックス新潟アルビレックス・ベースボール・クラブ 1
㈱コプロ・ホールディングス 1
㈱サニクリーン甲信越 1
㈱ツナグバ 1
日本スキー場開発㈱ 1
㈱ピーエイ 1
㈱フロンティア・スピリット 1
㈱ベルパーク 1

小計 9

公務

警視庁 1
立科町役場 1
長野県警察 2
松本市役所 1

小計 5
就職者合計 102

２０２５年度 卒業生の進路

進学先一覧
進 学 先 計

進学・留学 木下ユミ・メークアップ＆ネイルアトリエ 長野校 1
上越教育大学 大学院 3

計 進学者合計 4

進学先一覧
進 学 先 計

進学 信州大学 大学院 1
計 進学者合計 1
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Check it ！

NEWS & TOPICS

　5月30日、2026年度松本大学後援会総
会を開催し、約100名の保護者にご参加い
ただきました。
　総会では、右記の議案について審議がなさ
れ、全会一致で承認されました。また議事終
了後には、松本大学大学院、松本大学および
松商短期大学部の学事報告がなされました。
　総会に続き、後援会主催による「もしも南
極が学校だったなら～昭和基地で考えた子
どもたちの未来と学びのヒント～」と題した
教育学部学校教育学科の澤柿教淳教授の
講演会を行いました。多くの皆さまにご参加
いただき、盛会のうちに一連の行事を終了
することができました。誠にありがとうござ
いました。

　4月4日、2026年度入学式を挙行しました。今年度は、総合経営学部218名（総合経営学科1年次入学生116
名、観光ホスピタリティ学科1年次入学生101名･編入学生1名）、人間健康学部194名（健康栄養学科1年次入
学生66名･編入学生3名、スポーツ健康学科1年次入学生125名）、教育学部88名、松商短期大学部153名（商
学科80名、経営情報学科73名）、大学院健康科学研究科1名（博士前期課程）、大学院総合経営研究科3名（修
士課程）の計657名の入学生を迎えることとなりました。新たな環境の中で、新入生たちはそれぞれの目標に
向かい、新しい一歩を踏み出しました。これからの学生生活が充実したものとなるよう、教職員一同サポートしてまいります。 （総務部長 坂内 浩三）

第40回管理栄養士国家試験
受験希望者全員が挑戦し50名が合格！

　2026年3月1日に実施され
た第40回管理栄養士国家試験
において、本学は65名の希望
者全員が受験し50名が合格
（合格率76.9％）しました。合格
者数は全国151校中48位とな
り、例年を上回る成果を収めま
した。新卒合格率・合格者数の順位も昨年より向上し、本学の教育成果の着
実な伸長が示されています。結果は学生一人ひとりの継続的な努力と、模
擬試験や補習、個別指導などを通じた主体的な学修の積み重ねによるもの
です。今後も医療・福祉・地域社会で活躍できる管理栄養士の育成に取り組
んでまいります。 (健康科学研究科・健康栄養学科 准教授 黒川 優)

パラスポーツ指導員として
社会貢献する意義

　本学は、2022年度より初級・中級パラスポーツ指導員資格
の認定校となりました。この資格は、「障がい者を支援、指導す
るための基本的な技術を有し、地域の障がい者を運動やス
ポーツへと導くこと」が求められます。
　2025年度卒業生から資格取得可能となり、スポーツ健康
学科から初級8名、中級6名の資格取得者が誕生しました。中
級取得者の中から加藤璃里香さん（スポーツ健康学科2025
年度卒業）が、日本パラスポーツ協会より優秀学生表彰を受
け、協会HPに掲載されています。インクルーシブ教育や共生
社会の実現を目指す現代に生きる人として、本学で学んだ知
識や経験を社会生活の様々な場面で活かしていってほしいと
願っています。 (スポーツ健康学科 専任講師 伊藤 真之助)

　5月30日、アルピコプラザホテル（松本市
深志）にて2026年度松本大学同窓会総会
が開催されました。総会には約40名が参加
し、2025年度の事業・決算・監査報告なら
びに、2026年度の事業計画・予算案が承
認されました。総会後には懇親会が開催さ
れ、ご来賓、大学教職員、同窓会学年代表
幹事と一般会員、約80名が参加し、和やか
な雰囲気のうち無事終了しました。

松本大学同窓会総会を開催

新入生657名が新たな学生生活をスタート！
～2026年度入学式を挙行～

　2026年4月より4号館2階に「学修支援セ
ンター」を開設しました。当該センターは、
2024年度まで運用していた「旧基礎教育セ
ンター」から組織改編したもので、e-learning
(松大ドリル)や個別相談を通じて、基礎学力
向上、SPI等の就職試験対策、管理栄養士や
教員採用等の資格取得支援、授業に関する
学修相談など幅広く対応します。今後、
e-learning(松大ドリル)・Teams・動画教材な
どのデジタルコンテンツの充実および、学修
支援センターと各学部との連携した支援体
制の構築など、多様な学びのニーズに応える
取り組みを展開し、学修習慣の定着支援を目
指してまいります。 （教務課長 伊藤 健）

一人ひとりの学びを支える
学修支援センターを開設！

2026年度松本大学後援会総会を開催

●第１号議案
　2025年度松本大学後援会会務報告

●第２号議案
　2025年度松本大学後援会費決算について

●第３号議案
　2026年度松本大学後援会会務について

●第４号議案
　2026年度松本大学後援会費予算について
●第５号議案
　2026年度役員選出について

上高地線の車内で
学生制作の「絵本動画」が放映中！

　2026年5月4日より、
アルピコ交通上高地線
の車内において、松澤
優圭さん（総合経営学
科4年、ペンネーム：空科
優（そらしなすぐる））が
制作した絵本動画が放
映されています。本作品
は、2025年10月にアル
ピコホールディングス株式会社で実施された総合経営学科清水ゼミの学生
たちから出された提案の一つ「上高地線絵本の提案」から生まれました。松
澤さんが着想し、松本広域連合のキャラクター「はっち」を
主人公に、新たな出会いを描いた物語となっています。通
学・通勤利用者や観光客など、多くの方々に親しまれるこ
とが期待されます。ご協力いただいた関係各位に深く感
謝申しあげます。 （総合経営学部長 教授 清水 聡子）

教員採用試験合格へ一歩前進！
― 実践力を磨く一日講座と
　 “ダルマの目入れ式”で決意新たに ―

　3月24日、総合
経営学部・人間健
康学部の学生を対
象に、教員採用試
験対策一日講座を
開催しました。午前
は面接の基本や受
験準備、願書作成
について講義を行い、試験に向けた理解を深めました。午後
は個人面接や場面指導、模擬授業の演習を通して実践力を
養い、課題の明確化と意欲向上につながりました。最後に毎
年恒例となっているダルマの目入れ式を行い、参加者全員
で合格に向けた決意を共有しました。今後の受験に向けた意
識を高める有意義な機会となりました。
 （教職センター長 教授 吉原 寛）

動画はYouTubeで
ご覧いただけます。

　5月29日、山崎信市同窓会会長をはじめとした関係者の皆さまご出
席のもと、松本大学同窓会海外研修支援金の贈呈式が実施されました。
円安や国際情勢の悪化にもかかわらず、2025年度の対象者は前年よ
り多い8名となりました。うち、4名の学生が
現地での生活や異文化での様々な発見など、
留学で得られた知見と感動を報告しました。
　6月11日には村瀬組海外留学給付型奨学
金の贈呈式が同社代表取締役の村瀬陽一
様のご出席のもと実施されました。2025年
度は論文とプレゼンテーションによる審査
の結果、３名の学生に奨学金が付与されまし

地域からグローバル人材育成へ 海外留学支援金・奨学金贈呈式を開催

　4月9日、2025年度学業成績優秀者を表彰しました。総合経営学部、人間健康学部、
教育学部では、進級時に前年度の成績をもとに各学科のGPAトップの学生を表彰し、奨
励金として授業料の10万円を免除（特待生は除く）しました。また、松商短期大学部では、
トップ10として成績上位10名を表彰し、授業料10万円を免除（特待生を除く）しました。
表彰者は次の通りです。 （教務課長 伊藤 健）

2025年度の学業成績優秀者を表彰

●総合経営学科▶北原 帆華（4年）、遠山 音緒（3年）、武田 知喜（2年）
●観光ホスピタリティ学科▶寺澤 春香（4年）、江崎 友葉（3年）、大槻 知里（2年）、仁科 柚希（2年）
●健康栄養学科▶寺尾 菜穂（4年）、日比野 光琉（3年）、横山 直哉（2年）
●スポーツ健康学科▶青木 李來（4年）、宮前 咲彩華（3年）、中野 浬（2年）
●学校教育学科▶宮島 光里（4年）、清水 日菜乃（3年）、中込 望（2年）

●短期大学部商学科▶諏訪部 里菜、木継 愛寧、坂田 士昌、町田 野乃、城倉 莉子、
　　　　　　　　　　市川 杏奈、板花 咲良、百瀬 春菜
●短期大学部経営情報学科▶竹上 結芽、中野 絢音

た。また、成果報告では、奨学金に対する感謝とともに、留学で得られ
た知見や留学成果を活かした将来ビジョンなどが発表されました。  
 （国際交流センター運営委員長 糸井 重夫）

教員総出で受験生をお見送り
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Check it ！

NEWS & TOPICS

　5月30日、2026年度松本大学後援会総
会を開催し、約100名の保護者にご参加い
ただきました。
　総会では、右記の議案について審議がなさ
れ、全会一致で承認されました。また議事終
了後には、松本大学大学院、松本大学および
松商短期大学部の学事報告がなされました。
　総会に続き、後援会主催による「もしも南
極が学校だったなら～昭和基地で考えた子
どもたちの未来と学びのヒント～」と題した
教育学部学校教育学科の澤柿教淳教授の
講演会を行いました。多くの皆さまにご参加
いただき、盛会のうちに一連の行事を終了
することができました。誠にありがとうござ
いました。

　4月4日、2026年度入学式を挙行しました。今年度は、総合経営学部218名（総合経営学科1年次入学生116
名、観光ホスピタリティ学科1年次入学生101名･編入学生1名）、人間健康学部194名（健康栄養学科1年次入
学生66名･編入学生3名、スポーツ健康学科1年次入学生125名）、教育学部88名、松商短期大学部153名（商
学科80名、経営情報学科73名）、大学院健康科学研究科1名（博士前期課程）、大学院総合経営研究科3名（修
士課程）の計657名の入学生を迎えることとなりました。新たな環境の中で、新入生たちはそれぞれの目標に
向かい、新しい一歩を踏み出しました。これからの学生生活が充実したものとなるよう、教職員一同サポートしてまいります。 （総務部長 坂内 浩三）

第40回管理栄養士国家試験
受験希望者全員が挑戦し50名が合格！

　2026年3月1日に実施され
た第40回管理栄養士国家試験
において、本学は65名の希望
者全員が受験し50名が合格
（合格率76.9％）しました。合格
者数は全国151校中48位とな
り、例年を上回る成果を収めま
した。新卒合格率・合格者数の順位も昨年より向上し、本学の教育成果の着
実な伸長が示されています。結果は学生一人ひとりの継続的な努力と、模
擬試験や補習、個別指導などを通じた主体的な学修の積み重ねによるもの
です。今後も医療・福祉・地域社会で活躍できる管理栄養士の育成に取り組
んでまいります。 (健康科学研究科・健康栄養学科 准教授 黒川 優)

パラスポーツ指導員として
社会貢献する意義

　本学は、2022年度より初級・中級パラスポーツ指導員資格
の認定校となりました。この資格は、「障がい者を支援、指導す
るための基本的な技術を有し、地域の障がい者を運動やス
ポーツへと導くこと」が求められます。
　2025年度卒業生から資格取得可能となり、スポーツ健康
学科から初級8名、中級6名の資格取得者が誕生しました。中
級取得者の中から加藤璃里香さん（スポーツ健康学科2025
年度卒業）が、日本パラスポーツ協会より優秀学生表彰を受
け、協会HPに掲載されています。インクルーシブ教育や共生
社会の実現を目指す現代に生きる人として、本学で学んだ知
識や経験を社会生活の様々な場面で活かしていってほしいと
願っています。 (スポーツ健康学科 専任講師 伊藤 真之助)

　5月30日、アルピコプラザホテル（松本市
深志）にて2026年度松本大学同窓会総会
が開催されました。総会には約40名が参加
し、2025年度の事業・決算・監査報告なら
びに、2026年度の事業計画・予算案が承
認されました。総会後には懇親会が開催さ
れ、ご来賓、大学教職員、同窓会学年代表
幹事と一般会員、約80名が参加し、和やか
な雰囲気のうち無事終了しました。

松本大学同窓会総会を開催

新入生657名が新たな学生生活をスタート！
～2026年度入学式を挙行～

　2026年4月より4号館2階に「学修支援セ
ンター」を開設しました。当該センターは、
2024年度まで運用していた「旧基礎教育セ
ンター」から組織改編したもので、e-learning
(松大ドリル)や個別相談を通じて、基礎学力
向上、SPI等の就職試験対策、管理栄養士や
教員採用等の資格取得支援、授業に関する
学修相談など幅広く対応します。今後、
e-learning(松大ドリル)・Teams・動画教材な
どのデジタルコンテンツの充実および、学修
支援センターと各学部との連携した支援体
制の構築など、多様な学びのニーズに応える
取り組みを展開し、学修習慣の定着支援を目
指してまいります。 （教務課長 伊藤 健）

一人ひとりの学びを支える
学修支援センターを開設！

2026年度松本大学後援会総会を開催

●第１号議案
　2025年度松本大学後援会会務報告

●第２号議案
　2025年度松本大学後援会費決算について

●第３号議案
　2026年度松本大学後援会会務について

●第４号議案
　2026年度松本大学後援会費予算について
●第５号議案
　2026年度役員選出について

上高地線の車内で
学生制作の「絵本動画」が放映中！

　2026年5月4日より、
アルピコ交通上高地線
の車内において、松澤
優圭さん（総合経営学
科4年、ペンネーム：空科
優（そらしなすぐる））が
制作した絵本動画が放
映されています。本作品
は、2025年10月にアル
ピコホールディングス株式会社で実施された総合経営学科清水ゼミの学生
たちから出された提案の一つ「上高地線絵本の提案」から生まれました。松
澤さんが着想し、松本広域連合のキャラクター「はっち」を
主人公に、新たな出会いを描いた物語となっています。通
学・通勤利用者や観光客など、多くの方々に親しまれるこ
とが期待されます。ご協力いただいた関係各位に深く感
謝申しあげます。 （総合経営学部長 教授 清水 聡子）

教員採用試験合格へ一歩前進！
― 実践力を磨く一日講座と
　 “ダルマの目入れ式”で決意新たに ―

　3月24日、総合
経営学部・人間健
康学部の学生を対
象に、教員採用試
験対策一日講座を
開催しました。午前
は面接の基本や受
験準備、願書作成
について講義を行い、試験に向けた理解を深めました。午後
は個人面接や場面指導、模擬授業の演習を通して実践力を
養い、課題の明確化と意欲向上につながりました。最後に毎
年恒例となっているダルマの目入れ式を行い、参加者全員
で合格に向けた決意を共有しました。今後の受験に向けた意
識を高める有意義な機会となりました。
 （教職センター長 教授 吉原 寛）

動画はYouTubeで
ご覧いただけます。

　5月29日、山崎信市同窓会会長をはじめとした関係者の皆さまご出
席のもと、松本大学同窓会海外研修支援金の贈呈式が実施されました。
円安や国際情勢の悪化にもかかわらず、2025年度の対象者は前年よ
り多い8名となりました。うち、4名の学生が
現地での生活や異文化での様々な発見など、
留学で得られた知見と感動を報告しました。
　6月11日には村瀬組海外留学給付型奨学
金の贈呈式が同社代表取締役の村瀬陽一
様のご出席のもと実施されました。2025年
度は論文とプレゼンテーションによる審査
の結果、３名の学生に奨学金が付与されまし

地域からグローバル人材育成へ 海外留学支援金・奨学金贈呈式を開催

　4月9日、2025年度学業成績優秀者を表彰しました。総合経営学部、人間健康学部、
教育学部では、進級時に前年度の成績をもとに各学科のGPAトップの学生を表彰し、奨
励金として授業料の10万円を免除（特待生は除く）しました。また、松商短期大学部では、
トップ10として成績上位10名を表彰し、授業料10万円を免除（特待生を除く）しました。
表彰者は次の通りです。 （教務課長 伊藤 健）

2025年度の学業成績優秀者を表彰

●総合経営学科▶北原 帆華（4年）、遠山 音緒（3年）、武田 知喜（2年）
●観光ホスピタリティ学科▶寺澤 春香（4年）、江崎 友葉（3年）、大槻 知里（2年）、仁科 柚希（2年）
●健康栄養学科▶寺尾 菜穂（4年）、日比野 光琉（3年）、横山 直哉（2年）
●スポーツ健康学科▶青木 李來（4年）、宮前 咲彩華（3年）、中野 浬（2年）
●学校教育学科▶宮島 光里（4年）、清水 日菜乃（3年）、中込 望（2年）

●短期大学部商学科▶諏訪部 里菜、木継 愛寧、坂田 士昌、町田 野乃、城倉 莉子、
　　　　　　　　　　市川 杏奈、板花 咲良、百瀬 春菜
●短期大学部経営情報学科▶竹上 結芽、中野 絢音

た。また、成果報告では、奨学金に対する感謝とともに、留学で得られ
た知見や留学成果を活かした将来ビジョンなどが発表されました。  
 （国際交流センター運営委員長 糸井 重夫）

教員総出で受験生をお見送り

松本大学同窓会海外研修支援金贈呈式 村瀬組海外留学給付型奨学金贈呈式
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クラブ活動情報

硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部

女子ソフトボール部 陸上競技部

　春季リーグ戦が終了しました。結果は7勝7敗の同率4位という成
績でした。昨秋に関東大会へ出場し、他大学よりある程度のマーク
をされながらの戦いになる事は予測の下、臨んだシーズンでしたが
悔しい結果となりました。しかし、最終節では、優勝した上武大学
を相手に勝利を挙げるなど、選手達は最後に意地を見せてくれまし
た。今シーズンで出た課題をしっかりと修正して、秋のシーズンに向
けていきたいと思います。また、６月にはプロアマドリームトーナメ
ントの一環として、2025年高校野球秋季長野県大会優勝校（上田

2026年春季リーグ戦結果

　８年ぶり14回目の優勝と4年ぶり17回目のインカレ出場を目指
し、5月16日、17日にインカレ予選に臨みました。4年前のインカ
レ優勝以降、常に全国上位に位置する金沢学院大学に大差で負け
ることが多かった近年ですが、今年度は3試合のうち2試合が1点
差と確実に力の差は縮まってきました。しかし、チャンスを確実に
得点に結びつける金沢学院大学に対し、得点チャンスを自らのミ
スでつぶし、失点につながるエラーが出るなど、埋めなければなら
ない差があることも事実です。来年までにはその差を埋められる
よう努力していきます。引き続きの応援よろしくお願いします！  
 （女子ソフトボール部 部長  岩間 英明）

強豪金沢学院大学の
背中が見えたインカレ予選

■2026年関甲新学生野球連盟春季1部リーグ戦勝敗表     

2026シーズンの抱負

　なお、今シーズンも一般社団法人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックとのメディカルパートナー契約、株式会社村瀬組とのスポン
サー契約を継続していただきました。幣部へのご支援について、この
場を借りて感謝申しあげます。 （男子サッカー部 部長兼監督  齊藤 茂）

　2026シーズンの男子サッカー部は、北信越大学サッカーリーグ
1部優勝（昨シーズン準優勝、現在は前期終了時点で首位）、及び総
理大臣杯北信越大会の優勝（昨シーズン3位）、さらにはその先にあ
る全国大会での“ジャイキリ”を目指しています。また、北信越フット
ボールリーグ1部に昇格したセカンドチームには、V・ファーレン長
崎等で活躍した元Jリーガーの代田敦資氏を監督として迎え、総勢
80名で日々充実した環境で活動をさせていただいております。

西高校）との試合や、野球普及活動である「遊ボール松本」を継続
して行うなど、地域貢献・交流活動も力を入れていきます。  
 （硬式野球部 監督  清野 友二）

はーとふる松本大学献血推進プロジェクト
「献血に行こう！」～あなたの献血が誰かを救う～
　4月18日、松本城公園にて、はーとふる松本大学献血推進プロ

ジェクトが若者献血者や献血アプリ「ラブラット」登録者数の増加

を目的に献血推進イベントを開催しました。松本深志ライオンズ

クラブから提示された、若者献血者数の減少という社会課題にア

クションを起こしたいという学生たちが集まってチームが結成さ

れました。開催事例がなかった中、松本城に献血バスを招き、若者

を集めるためのイベントをゼロから企画し、周知・準備・運営まで、

学生の力で実践しました。

　メイン会場は「みんなのステージ」と題し、学生たちが出演依頼

や各団体との折衝、プログラムやタイムテーブルづくり、当日MC

にも挑戦しました。本学ダンス部をはじめ、市内高校のダンス部や

吹奏楽部、地域のダンスサークルに出演していただき、多くの観

衆を集めました。他にもイベントのポスターや案内看板等を手づ

くりし、協力・後援をいただく企業団体へ提示する企画書等の資料

作成、県や市をはじめ関係団体への後援申請、イベント周知のた

めの様々な広報活動を通して、いくつもの企業・団体や地域の

方々とコミュニケーションをとりました。

　当日は、200人以上の方がイベント会場を訪れ、献血バス１台

の最大受け入れ人数に近い43人の献血者を集め、若者や初回の

献血者が多く、赤十字血液センターからはお礼状をいただきまし

た。献血の社会的な重要さはもちろん、イベントづくりの上流から

下流までを経験し、次回挑戦に生かすべきことが多くわかりました。

 （地域づくり考房『ゆめ』特任教員  三澤 秀樹）

地域づくり考房『ゆめ』

●第100回北信越学生陸上競技対校選手権大会
  ▶女子最優秀選手賞
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　女子100mH 13秒74優勝

●2026日本学生陸上競技個人選手権大会
  ▶女子100mH
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　準決勝進出

  ▶女子200m
  　福田 笑未さん（スポーツ健康学科3年）
  　Ｂ決勝3位

　この度縁あって、松本大学女子バレーボール部の総監
督としてお世話になることになりました。私自身は中学校
からバレーを始め、大学では関東1部リーグでプレーし、長
野教員バレーボールクラブの選手、監督、県内高等学校で
の指導、国内A級審判員を経て、現在は長野県バレーボー
ル協会の強化委員長を務めるなど、バレーボールには深く
かかわってきたバレー大好き人間です。強化部として活動

し始めた本学女子バレー部の歴史づくりに少しでもお役に立てたらと考えています。
これからよろしくお願いいたします。 （女子バレーボール部 総監督  鏡味 照明）

女子バレーボール部に総監督が就任！

スキー部

寺島 夢翔さん（スポーツ健康学科３年）
●第23回SAJ全日本
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子 優勝
●第13回SAJ甲信越ブロック   
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子  優勝　　など

大島 ひなのさん（スポーツ健康学科4年）
●2025-2026女子スノーボード・
　アルペン アジアンカップ パラレル
　総合優勝

●ヨーロッパカップ（チェコ・Moninec）
　3位　　　　　　　　　　　　など
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上武大学

白鷗大学

平成国際

松本大学

山梨学院

関東学園

作新学院

常磐大学

負

1

3

4

7

7

8

13

13

勝

13

11

10

7

7

6

1

1

上武大学 白鷗大学 平成国際 松本大学 山梨学院 関東学園 作新学院 常磐大学
○６-５
○７-３

○８-４
○９-３

●１-２
○６-０

○４-１
○３-２

○17-２
○11-３

○８-１
○９-０

○11-１
○２-１

●５-６
●３-７

○５-３
○２-１

○８-４
○８-１

○３-２
○５-１

●２-３
○17-７

○７-１
○11-２

○14-１
○10-０

●４-８
●３-９

●３-５
●１-２

○４-１
○10-４

○４-２
○３-２

○11-３
○７-２

○３-０
○２-１

○２-０
○６-０

○２-１
●０-６

●４-８
●１-８

●１-４
●４-10

●３-６
●３-６

○７-３
○６-４

○７-０
○６-１

○５-０
○１-０

●１-４
●２-３

●２-３
●１-５

●２-４
●２-３

○６-３
○６-３

○７-４
●３-５

○10-１
○５-１

○５-４
○14-０

●２-17
●３-11

○３-２
●７-17

●３-11
●２-７

●３-７
●４-６

●４-７
○５-３

○８-０
○５-２

○４-２
○16-６

●１-８
●０-９

●１-７
●２-11

●０-３
●１-２

●０-７
●１-６

●１-10
●１-５

●０-８
●２-５

○21-３
●１-２

●１-11
●１-２

●１-14
●０-10

●０-２
●０-６

●０-５
●０-１

●４-５
●０-14

●２-４
●６-16

●３-21
○２-１

クラブ活動情報

硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部

女子ソフトボール部 陸上競技部

　春季リーグ戦が終了しました。結果は7勝7敗の同率4位という成
績でした。昨秋に関東大会へ出場し、他大学よりある程度のマーク
をされながらの戦いになる事は予測の下、臨んだシーズンでしたが
悔しい結果となりました。しかし、最終節では、優勝した上武大学
を相手に勝利を挙げるなど、選手達は最後に意地を見せてくれまし
た。今シーズンで出た課題をしっかりと修正して、秋のシーズンに向
けていきたいと思います。また、６月にはプロアマドリームトーナメ
ントの一環として、2025年高校野球秋季長野県大会優勝校（上田

2026年春季リーグ戦結果

　８年ぶり14回目の優勝と4年ぶり17回目のインカレ出場を目指
し、5月16日、17日にインカレ予選に臨みました。4年前のインカ
レ優勝以降、常に全国上位に位置する金沢学院大学に大差で負け
ることが多かった近年ですが、今年度は3試合のうち2試合が1点
差と確実に力の差は縮まってきました。しかし、チャンスを確実に
得点に結びつける金沢学院大学に対し、得点チャンスを自らのミ
スでつぶし、失点につながるエラーが出るなど、埋めなければなら
ない差があることも事実です。来年までにはその差を埋められる
よう努力していきます。引き続きの応援よろしくお願いします！  
 （女子ソフトボール部 部長  岩間 英明）

強豪金沢学院大学の
背中が見えたインカレ予選

■2026年関甲新学生野球連盟春季1部リーグ戦勝敗表     

2026シーズンの抱負

　なお、今シーズンも一般社団法人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックとのメディカルパートナー契約、株式会社村瀬組とのスポン
サー契約を継続していただきました。幣部へのご支援について、この
場を借りて感謝申しあげます。 （男子サッカー部 部長兼監督  齊藤 茂）

　2026シーズンの男子サッカー部は、北信越大学サッカーリーグ
1部優勝（昨シーズン準優勝、現在は前期終了時点で首位）、及び総
理大臣杯北信越大会の優勝（昨シーズン3位）、さらにはその先にあ
る全国大会での“ジャイキリ”を目指しています。また、北信越フット
ボールリーグ1部に昇格したセカンドチームには、V・ファーレン長
崎等で活躍した元Jリーガーの代田敦資氏を監督として迎え、総勢
80名で日々充実した環境で活動をさせていただいております。

西高校）との試合や、野球普及活動である「遊ボール松本」を継続
して行うなど、地域貢献・交流活動も力を入れていきます。  
 （硬式野球部 監督  清野 友二）

はーとふる松本大学献血推進プロジェクト
「献血に行こう！」～あなたの献血が誰かを救う～
　4月18日、松本城公園にて、はーとふる松本大学献血推進プロ

ジェクトが若者献血者や献血アプリ「ラブラット」登録者数の増加

を目的に献血推進イベントを開催しました。松本深志ライオンズ

クラブから提示された、若者献血者数の減少という社会課題にア

クションを起こしたいという学生たちが集まってチームが結成さ

れました。開催事例がなかった中、松本城に献血バスを招き、若者

を集めるためのイベントをゼロから企画し、周知・準備・運営まで、

学生の力で実践しました。

　メイン会場は「みんなのステージ」と題し、学生たちが出演依頼

や各団体との折衝、プログラムやタイムテーブルづくり、当日MC

にも挑戦しました。本学ダンス部をはじめ、市内高校のダンス部や

吹奏楽部、地域のダンスサークルに出演していただき、多くの観

衆を集めました。他にもイベントのポスターや案内看板等を手づ

くりし、協力・後援をいただく企業団体へ提示する企画書等の資料

作成、県や市をはじめ関係団体への後援申請、イベント周知のた

めの様々な広報活動を通して、いくつもの企業・団体や地域の

方々とコミュニケーションをとりました。

　当日は、200人以上の方がイベント会場を訪れ、献血バス１台

の最大受け入れ人数に近い43人の献血者を集め、若者や初回の

献血者が多く、赤十字血液センターからはお礼状をいただきまし

た。献血の社会的な重要さはもちろん、イベントづくりの上流から

下流までを経験し、次回挑戦に生かすべきことが多くわかりました。

 （地域づくり考房『ゆめ』特任教員  三澤 秀樹）

地域づくり考房『ゆめ』

●第100回北信越学生陸上競技対校選手権大会
  ▶女子最優秀選手賞
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　女子100mH 13秒74優勝

●2026日本学生陸上競技個人選手権大会
  ▶女子100mH
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　準決勝進出

  ▶女子200m
  　福田 笑未さん（スポーツ健康学科3年）
  　Ｂ決勝3位

　この度縁あって、松本大学女子バレーボール部の総監
督としてお世話になることになりました。私自身は中学校
からバレーを始め、大学では関東1部リーグでプレーし、長
野教員バレーボールクラブの選手、監督、県内高等学校で
の指導、国内A級審判員を経て、現在は長野県バレーボー
ル協会の強化委員長を務めるなど、バレーボールには深く
かかわってきたバレー大好き人間です。強化部として活動

し始めた本学女子バレー部の歴史づくりに少しでもお役に立てたらと考えています。
これからよろしくお願いいたします。 （女子バレーボール部 総監督  鏡味 照明）

女子バレーボール部に総監督が就任！

スキー部

寺島 夢翔さん（スポーツ健康学科３年）
●第23回SAJ全日本
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子 優勝
●第13回SAJ甲信越ブロック   
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子  優勝　　など

大島 ひなのさん（スポーツ健康学科4年）
●2025-2026女子スノーボード・
　アルペン アジアンカップ パラレル
　総合優勝

●ヨーロッパカップ（チェコ・Moninec）
　3位　　　　　　　　　　　　など
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4

4

6

7

7

順
位 大学名

上武大学

白鷗大学

平成国際

松本大学

山梨学院

関東学園

作新学院

常磐大学

負

1

3

4

7

7

8

13

13

勝

13

11

10

7

7

6

1

1

上武大学 白鷗大学 平成国際 松本大学 山梨学院 関東学園 作新学院 常磐大学
○６-５
○７-３

○８-４
○９-３

●１-２
○６-０

○４-１
○３-２

○17-２
○11-３

○８-１
○９-０

○11-１
○２-１

●５-６
●３-７

○５-３
○２-１

○８-４
○８-１

○３-２
○５-１

●２-３
○17-７

○７-１
○11-２

○14-１
○10-０

●４-８
●３-９

●３-５
●１-２

○４-１
○10-４

○４-２
○３-２

○11-３
○７-２

○３-０
○２-１

○２-０
○６-０

○２-１
●０-６

●４-８
●１-８

●１-４
●４-10

●３-６
●３-６

○７-３
○６-４

○７-０
○６-１

○５-０
○１-０

●１-４
●２-３

●２-３
●１-５

●２-４
●２-３

○６-３
○６-３

○７-４
●３-５

○10-１
○５-１

○５-４
○14-０

●２-17
●３-11

○３-２
●７-17

●３-11
●２-７

●３-７
●４-６

●４-７
○５-３

○８-０
○５-２

○４-２
○16-６

●１-８
●０-９

●１-７
●２-11

●０-３
●１-２

●０-７
●１-６

●１-10
●１-５

●０-８
●２-５

○21-３
●１-２

●１-11
●１-２

●１-14
●０-10

●０-２
●０-６

●０-５
●０-１

●４-５
●０-14

●２-４
●６-16

●３-21
○２-１

■ 松本大学　1年次入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 90 344 335 166 201.8% 119 116 128.9%

観光ホスピタリティ 80 228 218 122 178.7% 103 101 126.3%

小　計 170 572 553 288 192.0% 222 217 127.6%

人間健康 健康栄養 70 100 100 93 107.5% 67 66 94.3%

スポーツ健康 100 230 225 138 163.0% 125 125 125.0%

小　計 170 330 325 231 140.7% 192 191 112.4%

教育学部 学校教育学科 80 258 247 179 138.0% 89 88 110.0%

小　計 80 258 247 179 138.0% 89 88 110.0%

合　計 420 1,160 1,125 698 161.2% 503 496 118.1%
※留学生を除く

■ 松本大学　編入・転入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 5 4 4

観光ホスピタリティ 5 1 1 1 100.0% 1 1 20.0%

小　計 10 5 5 1 500.0% 1 1 10.0%

人間健康 健康栄養 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%

スポーツ健康 5

小　計 10 3 3 3 100.0% 3 3 30.0%

合　計 20 8 8 4 200.0% 4 4 20.0%
※留学生を除く

■ 松本大学松商短期大学部
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

短期大学部 商 100 91 91 86 105.8% 80 80 80.0%

経営情報 100 91 91 84 108.3% 73 73 73.0%

合　計 200 182 182 170 107.1% 153 153 76.5%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　健康科学研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

博士前期 健康科学 6 1 1 1 100.0% 1 1 16.7%

合　計 6 1 1 1 100.0% 1 1 16.7%

博士後期 健康科学 2

合　計 2
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　総合経営研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

修士 総合経営 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%

合　計 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%
※留学生を除く

　昨年度、本学全体では入学定員を満たすことができました。とり
わけ、松本大学の定員充足率は堅調に推移し、前年度より6.7ポイ
ント上回る118.1％となっています。他方で、私立短大の9割以上
が定員割れという厳しい状況下、短期大学部は４年連続の定員割れ
となり、充足率は前年度を11ポイント下回る76.5％に留まりました。
　今年度も全学的に適切な入学者選抜を行うことはもちろん、引

続き選抜方法の見直しを行い、年内入試（総合型・学校推薦型選
抜）での一定数確保を目指します。本学の研究活動と学びの場とし
ての魅力に加え、新学群、短期大学部3年制コースなど新たな取り
組みについてもより強く広く発信するため、積極的な学生募集活動
を展開し、各学部学科の定員を満たすことを目標とします。

（2025年度 入試・広報委員長 金子 能呼）

２０２６年度 入試を振り返って
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　春季リーグ戦が終了しました。結果は7勝7敗の同率4位という成
績でした。昨秋に関東大会へ出場し、他大学よりある程度のマーク
をされながらの戦いになる事は予測の下、臨んだシーズンでしたが
悔しい結果となりました。しかし、最終節では、優勝した上武大学
を相手に勝利を挙げるなど、選手達は最後に意地を見せてくれまし
た。今シーズンで出た課題をしっかりと修正して、秋のシーズンに向
けていきたいと思います。また、６月にはプロアマドリームトーナメ
ントの一環として、2025年高校野球秋季長野県大会優勝校（上田

2026年春季リーグ戦結果

　８年ぶり14回目の優勝と4年ぶり17回目のインカレ出場を目指
し、5月16日、17日にインカレ予選に臨みました。4年前のインカ
レ優勝以降、常に全国上位に位置する金沢学院大学に大差で負け
ることが多かった近年ですが、今年度は3試合のうち2試合が1点
差と確実に力の差は縮まってきました。しかし、チャンスを確実に
得点に結びつける金沢学院大学に対し、得点チャンスを自らのミ
スでつぶし、失点につながるエラーが出るなど、埋めなければなら
ない差があることも事実です。来年までにはその差を埋められる
よう努力していきます。引き続きの応援よろしくお願いします！  
 （女子ソフトボール部 部長  岩間 英明）

強豪金沢学院大学の
背中が見えたインカレ予選

■2026年関甲新学生野球連盟春季1部リーグ戦勝敗表     

2026シーズンの抱負

　なお、今シーズンも一般社団法人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックとのメディカルパートナー契約、株式会社村瀬組とのスポン
サー契約を継続していただきました。幣部へのご支援について、この
場を借りて感謝申しあげます。 （男子サッカー部 部長兼監督  齊藤 茂）

　2026シーズンの男子サッカー部は、北信越大学サッカーリーグ
1部優勝（昨シーズン準優勝、現在は前期終了時点で首位）、及び総
理大臣杯北信越大会の優勝（昨シーズン3位）、さらにはその先にあ
る全国大会での“ジャイキリ”を目指しています。また、北信越フット
ボールリーグ1部に昇格したセカンドチームには、V・ファーレン長
崎等で活躍した元Jリーガーの代田敦資氏を監督として迎え、総勢
80名で日々充実した環境で活動をさせていただいております。

西高校）との試合や、野球普及活動である「遊ボール松本」を継続
して行うなど、地域貢献・交流活動も力を入れていきます。  
 （硬式野球部 監督  清野 友二）

はーとふる松本大学献血推進プロジェクト
「献血に行こう！」～あなたの献血が誰かを救う～
　4月18日、松本城公園にて、はーとふる松本大学献血推進プロ

ジェクトが若者献血者や献血アプリ「ラブラット」登録者数の増加

を目的に献血推進イベントを開催しました。松本深志ライオンズ

クラブから提示された、若者献血者数の減少という社会課題にア

クションを起こしたいという学生たちが集まってチームが結成さ

れました。開催事例がなかった中、松本城に献血バスを招き、若者

を集めるためのイベントをゼロから企画し、周知・準備・運営まで、

学生の力で実践しました。

　メイン会場は「みんなのステージ」と題し、学生たちが出演依頼

や各団体との折衝、プログラムやタイムテーブルづくり、当日MC

にも挑戦しました。本学ダンス部をはじめ、市内高校のダンス部や

吹奏楽部、地域のダンスサークルに出演していただき、多くの観

衆を集めました。他にもイベントのポスターや案内看板等を手づ

くりし、協力・後援をいただく企業団体へ提示する企画書等の資料

作成、県や市をはじめ関係団体への後援申請、イベント周知のた

めの様々な広報活動を通して、いくつもの企業・団体や地域の

方々とコミュニケーションをとりました。

　当日は、200人以上の方がイベント会場を訪れ、献血バス１台

の最大受け入れ人数に近い43人の献血者を集め、若者や初回の

献血者が多く、赤十字血液センターからはお礼状をいただきまし

た。献血の社会的な重要さはもちろん、イベントづくりの上流から

下流までを経験し、次回挑戦に生かすべきことが多くわかりました。

 （地域づくり考房『ゆめ』特任教員  三澤 秀樹）

地域づくり考房『ゆめ』

●第100回北信越学生陸上競技対校選手権大会
  ▶女子最優秀選手賞
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　女子100mH 13秒74優勝

●2026日本学生陸上競技個人選手権大会
  ▶女子100mH
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　準決勝進出

  ▶女子200m
  　福田 笑未さん（スポーツ健康学科3年）
  　Ｂ決勝3位

　この度縁あって、松本大学女子バレーボール部の総監
督としてお世話になることになりました。私自身は中学校
からバレーを始め、大学では関東1部リーグでプレーし、長
野教員バレーボールクラブの選手、監督、県内高等学校で
の指導、国内A級審判員を経て、現在は長野県バレーボー
ル協会の強化委員長を務めるなど、バレーボールには深く
かかわってきたバレー大好き人間です。強化部として活動

し始めた本学女子バレー部の歴史づくりに少しでもお役に立てたらと考えています。
これからよろしくお願いいたします。 （女子バレーボール部 総監督  鏡味 照明）

女子バレーボール部に総監督が就任！

スキー部

寺島 夢翔さん（スポーツ健康学科３年）
●第23回SAJ全日本
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子 優勝
●第13回SAJ甲信越ブロック   
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子  優勝　　など

大島 ひなのさん（スポーツ健康学科4年）
●2025-2026女子スノーボード・
　アルペン アジアンカップ パラレル
　総合優勝

●ヨーロッパカップ（チェコ・Moninec）
　3位　　　　　　　　　　　　など
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4

4
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7

順
位 大学名

上武大学

白鷗大学

平成国際

松本大学

山梨学院

関東学園

作新学院

常磐大学

負

1

3

4

7

7

8

13

13

勝

13

11

10

7

7

6

1

1

上武大学 白鷗大学 平成国際 松本大学 山梨学院 関東学園 作新学院 常磐大学
○６-５
○７-３

○８-４
○９-３

●１-２
○６-０

○４-１
○３-２

○17-２
○11-３

○８-１
○９-０

○11-１
○２-１

●５-６
●３-７

○５-３
○２-１

○８-４
○８-１

○３-２
○５-１

●２-３
○17-７

○７-１
○11-２

○14-１
○10-０

●４-８
●３-９

●３-５
●１-２

○４-１
○10-４

○４-２
○３-２

○11-３
○７-２

○３-０
○２-１

○２-０
○６-０

○２-１
●０-６

●４-８
●１-８

●１-４
●４-10

●３-６
●３-６

○７-３
○６-４

○７-０
○６-１

○５-０
○１-０

●１-４
●２-３

●２-３
●１-５

●２-４
●２-３

○６-３
○６-３

○７-４
●３-５

○10-１
○５-１

○５-４
○14-０

●２-17
●３-11

○３-２
●７-17

●３-11
●２-７

●３-７
●４-６

●４-７
○５-３

○８-０
○５-２

○４-２
○16-６

●１-８
●０-９

●１-７
●２-11

●０-３
●１-２

●０-７
●１-６

●１-10
●１-５

●０-８
●２-５

○21-３
●１-２

●１-11
●１-２

●１-14
●０-10

●０-２
●０-６

●０-５
●０-１

●４-５
●０-14

●２-４
●６-16

●３-21
○２-１

クラブ活動情報

硬式野球部

硬式野球部男子サッカー部

女子ソフトボール部 陸上競技部

　春季リーグ戦が終了しました。結果は7勝7敗の同率4位という成
績でした。昨秋に関東大会へ出場し、他大学よりある程度のマーク
をされながらの戦いになる事は予測の下、臨んだシーズンでしたが
悔しい結果となりました。しかし、最終節では、優勝した上武大学
を相手に勝利を挙げるなど、選手達は最後に意地を見せてくれまし
た。今シーズンで出た課題をしっかりと修正して、秋のシーズンに向
けていきたいと思います。また、６月にはプロアマドリームトーナメ
ントの一環として、2025年高校野球秋季長野県大会優勝校（上田

2026年春季リーグ戦結果

　８年ぶり14回目の優勝と4年ぶり17回目のインカレ出場を目指
し、5月16日、17日にインカレ予選に臨みました。4年前のインカ
レ優勝以降、常に全国上位に位置する金沢学院大学に大差で負け
ることが多かった近年ですが、今年度は3試合のうち2試合が1点
差と確実に力の差は縮まってきました。しかし、チャンスを確実に
得点に結びつける金沢学院大学に対し、得点チャンスを自らのミ
スでつぶし、失点につながるエラーが出るなど、埋めなければなら
ない差があることも事実です。来年までにはその差を埋められる
よう努力していきます。引き続きの応援よろしくお願いします！  
 （女子ソフトボール部 部長  岩間 英明）

強豪金沢学院大学の
背中が見えたインカレ予選

■2026年関甲新学生野球連盟春季1部リーグ戦勝敗表     

2026シーズンの抱負

　なお、今シーズンも一般社団法人MOSC百瀬整形外科スポーツク
リニックとのメディカルパートナー契約、株式会社村瀬組とのスポン
サー契約を継続していただきました。幣部へのご支援について、この
場を借りて感謝申しあげます。 （男子サッカー部 部長兼監督  齊藤 茂）

　2026シーズンの男子サッカー部は、北信越大学サッカーリーグ
1部優勝（昨シーズン準優勝、現在は前期終了時点で首位）、及び総
理大臣杯北信越大会の優勝（昨シーズン3位）、さらにはその先にあ
る全国大会での“ジャイキリ”を目指しています。また、北信越フット
ボールリーグ1部に昇格したセカンドチームには、V・ファーレン長
崎等で活躍した元Jリーガーの代田敦資氏を監督として迎え、総勢
80名で日々充実した環境で活動をさせていただいております。

西高校）との試合や、野球普及活動である「遊ボール松本」を継続
して行うなど、地域貢献・交流活動も力を入れていきます。  
 （硬式野球部 監督  清野 友二）

はーとふる松本大学献血推進プロジェクト
「献血に行こう！」～あなたの献血が誰かを救う～
　4月18日、松本城公園にて、はーとふる松本大学献血推進プロ

ジェクトが若者献血者や献血アプリ「ラブラット」登録者数の増加

を目的に献血推進イベントを開催しました。松本深志ライオンズ

クラブから提示された、若者献血者数の減少という社会課題にア

クションを起こしたいという学生たちが集まってチームが結成さ

れました。開催事例がなかった中、松本城に献血バスを招き、若者

を集めるためのイベントをゼロから企画し、周知・準備・運営まで、

学生の力で実践しました。

　メイン会場は「みんなのステージ」と題し、学生たちが出演依頼

や各団体との折衝、プログラムやタイムテーブルづくり、当日MC

にも挑戦しました。本学ダンス部をはじめ、市内高校のダンス部や

吹奏楽部、地域のダンスサークルに出演していただき、多くの観

衆を集めました。他にもイベントのポスターや案内看板等を手づ

くりし、協力・後援をいただく企業団体へ提示する企画書等の資料

作成、県や市をはじめ関係団体への後援申請、イベント周知のた

めの様々な広報活動を通して、いくつもの企業・団体や地域の

方々とコミュニケーションをとりました。

　当日は、200人以上の方がイベント会場を訪れ、献血バス１台

の最大受け入れ人数に近い43人の献血者を集め、若者や初回の

献血者が多く、赤十字血液センターからはお礼状をいただきまし

た。献血の社会的な重要さはもちろん、イベントづくりの上流から

下流までを経験し、次回挑戦に生かすべきことが多くわかりました。

 （地域づくり考房『ゆめ』特任教員  三澤 秀樹）

地域づくり考房『ゆめ』

●第100回北信越学生陸上競技対校選手権大会
  ▶女子最優秀選手賞
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　女子100mH 13秒74優勝

●2026日本学生陸上競技個人選手権大会
  ▶女子100mH
  　唐澤 さくらさん（観光ホスピタリティ学科3年）
  　準決勝進出

  ▶女子200m
  　福田 笑未さん（スポーツ健康学科3年）
  　Ｂ決勝3位

　この度縁あって、松本大学女子バレーボール部の総監
督としてお世話になることになりました。私自身は中学校
からバレーを始め、大学では関東1部リーグでプレーし、長
野教員バレーボールクラブの選手、監督、県内高等学校で
の指導、国内A級審判員を経て、現在は長野県バレーボー
ル協会の強化委員長を務めるなど、バレーボールには深く
かかわってきたバレー大好き人間です。強化部として活動

し始めた本学女子バレー部の歴史づくりに少しでもお役に立てたらと考えています。
これからよろしくお願いいたします。 （女子バレーボール部 総監督  鏡味 照明）

女子バレーボール部に総監督が就任！

スキー部

寺島 夢翔さん（スポーツ健康学科３年）
●第23回SAJ全日本
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子 優勝
●第13回SAJ甲信越ブロック   
　スノーボード技術選手権大会
　フリースタイル男子  優勝　　など

大島 ひなのさん（スポーツ健康学科4年）
●2025-2026女子スノーボード・
　アルペン アジアンカップ パラレル
　総合優勝

●ヨーロッパカップ（チェコ・Moninec）
　3位　　　　　　　　　　　　など
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順
位 大学名

上武大学

白鷗大学

平成国際

松本大学

山梨学院

関東学園

作新学院

常磐大学

負

1

3

4

7

7

8

13

13

勝

13

11

10

7

7

6

1

1

上武大学 白鷗大学 平成国際 松本大学 山梨学院 関東学園 作新学院 常磐大学
○６-５
○７-３

○８-４
○９-３

●１-２
○６-０

○４-１
○３-２

○17-２
○11-３

○８-１
○９-０

○11-１
○２-１

●５-６
●３-７

○５-３
○２-１

○８-４
○８-１

○３-２
○５-１

●２-３
○17-７

○７-１
○11-２

○14-１
○10-０

●４-８
●３-９

●３-５
●１-２

○４-１
○10-４

○４-２
○３-２

○11-３
○７-２

○３-０
○２-１

○２-０
○６-０

○２-１
●０-６

●４-８
●１-８

●１-４
●４-10

●３-６
●３-６

○７-３
○６-４

○７-０
○６-１

○５-０
○１-０

●１-４
●２-３

●２-３
●１-５

●２-４
●２-３

○６-３
○６-３

○７-４
●３-５

○10-１
○５-１

○５-４
○14-０

●２-17
●３-11

○３-２
●７-17

●３-11
●２-７

●３-７
●４-６

●４-７
○５-３

○８-０
○５-２

○４-２
○16-６

●１-８
●０-９

●１-７
●２-11

●０-３
●１-２

●０-７
●１-６

●１-10
●１-５

●０-８
●２-５

○21-３
●１-２

●１-11
●１-２

●１-14
●０-10

●０-２
●０-６

●０-５
●０-１

●４-５
●０-14

●２-４
●６-16

●３-21
○２-１

■ 松本大学　1年次入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 90 344 335 166 201.8% 119 116 128.9%

観光ホスピタリティ 80 228 218 122 178.7% 103 101 126.3%

小　計 170 572 553 288 192.0% 222 217 127.6%

人間健康 健康栄養 70 100 100 93 107.5% 67 66 94.3%

スポーツ健康 100 230 225 138 163.0% 125 125 125.0%

小　計 170 330 325 231 140.7% 192 191 112.4%

教育学部 学校教育学科 80 258 247 179 138.0% 89 88 110.0%

小　計 80 258 247 179 138.0% 89 88 110.0%

合　計 420 1,160 1,125 698 161.2% 503 496 118.1%
※留学生を除く

■ 松本大学　編入・転入学生
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

総合経営 総合経営 5 4 4

観光ホスピタリティ 5 1 1 1 100.0% 1 1 20.0%

小　計 10 5 5 1 500.0% 1 1 10.0%

人間健康 健康栄養 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%

スポーツ健康 5

小　計 10 3 3 3 100.0% 3 3 30.0%

合　計 20 8 8 4 200.0% 4 4 20.0%
※留学生を除く

■ 松本大学松商短期大学部
学　部 学科 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

短期大学部 商 100 91 91 86 105.8% 80 80 80.0%

経営情報 100 91 91 84 108.3% 73 73 73.0%

合　計 200 182 182 170 107.1% 153 153 76.5%
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　健康科学研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

博士前期 健康科学 6 1 1 1 100.0% 1 1 16.7%

合　計 6 1 1 1 100.0% 1 1 16.7%

博士後期 健康科学 2

合　計 2
※留学生を除く

■ 松本大学大学院　総合経営研究科
課　程 専攻 入学定員

Ａ
志願者
数

受験者数
Ｂ

合格者数
Ｃ

競争率
Ｂ／Ｃ 手続者数 入学者数

Ｄ
充足率
Ｄ／Ａ

修士 総合経営 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%

合　計 5 3 3 3 100.0% 3 3 60.0%
※留学生を除く

　昨年度、本学全体では入学定員を満たすことができました。とり
わけ、松本大学の定員充足率は堅調に推移し、前年度より6.7ポイ
ント上回る118.1％となっています。他方で、私立短大の9割以上
が定員割れという厳しい状況下、短期大学部は４年連続の定員割れ
となり、充足率は前年度を11ポイント下回る76.5％に留まりました。
　今年度も全学的に適切な入学者選抜を行うことはもちろん、引

続き選抜方法の見直しを行い、年内入試（総合型・学校推薦型選
抜）での一定数確保を目指します。本学の研究活動と学びの場とし
ての魅力に加え、新学群、短期大学部3年制コースなど新たな取り
組みについてもより強く広く発信するため、積極的な学生募集活動
を展開し、各学部学科の定員を満たすことを目標とします。

（2025年度 入試・広報委員長 金子 能呼）

２０２６年度 入試を振り返って
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※講座詳細・お申し込みについては、本学HPにて公開します。

〒390-1295 長野県松本市新村2095-1　TEL 0263-48-7200
www.matsumoto-u.ac.jp

松本大学・松商短大の『今』を知るなら、公式SNS！

LINE Ⅹ

INFORMATION

MATSUMOTO UNIVERSITY &MATSUSHO JUNIOR COLLEGE 2026

OPEN CAMPUS

木8.6 土912.土8.22
オープンキャンパス全日程

土7.25

お車でお越しの方は 無料の学生駐車場をご利用ください

アクセス 長野駅（東口側）、上田駅（温泉口側）、
飯田駅、伊那（上伊那農業高校前）

無料シャトルバスを運行

●予約制、定員に達し次第受付を終了します。 ●7・8月開催日は松本駅間も運行予定。
●最新情報・詳細はHPをご確認ください。 ●8月開催日は上越・甲府からも運行予定。

開催時間
途中退出可！9：50～14：00予定（受付9：30～）

当日の詳細は
webで確認！！月・祝10.12

特別企画 高校生のための授業公開日
実際の授業や学内の雰囲気など、大学・短大の日常を見学できます。
保護者の方も一緒にご参加いただけます。

松本大学キャンパス
ナビゲーター

「マツナビ」

事前申込制
ご予約はこちら！

♯なりたい自分に出会える日。

教職員とともにオープン
キャンパスなどを運営し
ている学生団体です。
皆さんを笑顔でおもてな
しすることを第一に学生
ならではの目線で本学の
魅力をお伝えします！

　2026年のラッキーカラーは、ゴールド、オレンジ、レッド、シルバー、イエロー、
グリーン、水色です（諸説あり）。どこかで誰かが決めているラッキーカラーを気
にしたことはありませんでしたが、学生がラッキーカラーの話をしているのを聴
いていたら、ラッキーカラーを意識して色選びするのも楽しそうだな、と思った
次第です。特にゴールドは運気底上げの最強カラーだそう。期待を込めてゴー
ルドを身につけると、気分も上がるのでおすすめです。

（記・全学入試広報委員長　金子 能呼）

編集後記

Instagram

人間科学群（仮称・設置構想中）についてもご紹介！

松本大学・松商短大

『第60回 梓乃森祭』
受講生募集！

信州山学マイスター
養成プログラム

詳細は決まり次第「梓乃森祭特設
ホームページ」にてご案内します。
どうぞお楽しみに！

信州は日本の屋根といわれる多くの山々を擁し、松本市
は山岳の都「岳都」と呼ばれています。本プログラムで
は、多彩な講師陣とともに信州の山岳について理解を深
め、地域の魅力を再認識し、その未来像を考えます。

今年の大学祭のテーマは「彩」です。学生の力を結
集させ、これまでの常識や記録を超える新しい景色
を生み出したいという想いを込めています。一人ひ
とりの個性や情熱を「色」として掛け合わせ、キャン
パス全体を鮮やかに彩ります。皆さまのご来場をお
待ちしております。

一般公開
土10.17 日18・ 8/11～10/31オンデマンド形式にて配信し

ます。受講者には「信州山学マイスター」の修
了証を授与します。

10,000円（全５講座 各60分）
本学学生は無料受 講 料

今年のテーマは

「彩」です！


